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はじめにはじめにはじめにはじめに    

 

平成 20 年 9 月 24 日、放射性同位元素（P-32、37MBq）を収納した放射性輸送物が運搬途上に

おいて所在不明となった。 

 国土交通省は、運搬途上における放射性輸送物の紛失の再発防止のため、また、確実かつ安

全な放射性輸送物の運搬を確保するために必要な方策を検討することを目的として、｢放射性同

位元素陸上輸送安全対策検討会｣を設置し、平成 20 年 10 月から 12 月にかけて 4 回の検討会を

開催し報告書にとりまとめた。この報告書には、放射性輸送物が混載で運搬される場合に安全

な輸送を実施するための必要な方策として、 

1) 紛失防止対策 

2) 万一の紛失の際でも適切な取扱いを確保する対策 

3) 車両運搬規則の遵守確保策 

4) 紛失発生時に関係者がとるべき措置 

が示されており、国土交通省ホームページに掲載され、関係機関に通知された。 

検討会の中では、荷主が委託した運送事業者から放射性輸送物の運搬を再委託された運送事

業者が、放射性同位元素を運搬しているという認識が欠如していたこと、及び関係法令である

放射性同位元素等車両運搬規則（以下、「車両運搬規則」という。）を十分に理解していなかっ

たことが判明し、問題となった。 

一方、今回の所在不明事象は、運送事業者から放射性輸送物の運搬を再委託された運送事業

者の運搬途上において発生したものである。運搬は多くの関連事業者の協力によって成立して

おり、前述のような業務委託形態が通常運用されていることから、自社で運搬する荷送人及び

直接荷送人から委託された運送事業者のみならず、今回の事例にみられる再委託された運送事

業者等も各自が法令を遵守し、安全かつ確実な運搬を継続的に実施していくよう努めることが

必要である。 

そのためには運搬に関連するすべての者が協力しながら、法令に規定されている｢放射線防護

計画｣、｢教育及び訓練｣をより有効性のあるものとし、運搬業務に役立てていくことが求められ

る。 

 社団法人日本アイソトープ協会（以下、「RI 協会」という。）は、国土交通省の助言に基づい

て、平成 21 年 1 月から 3 月にかけて放射性輸送物の運搬を行っている運送事業者及び関係機関

による勉強会を 3 回開催し、実際の輸送現場にて運用されている様々な業務委託の形態に適し

た放射線防護計画等の在り方についての検討を行った。 

放射線防護計画は、車両運搬規則第 15 条の 3 に許可届出使用者、運搬を委託された者等が放

射性輸送物を運搬する場合に定めなければならないものとして規定されているもので、具体的

な放射線防護計画の例は国土交通省自動車交通局が平成 16 年 12 月に策定した「放射性物質の
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自動車輸送における放射線防護計画策定等に関する調査」報告書（以下、｢国土交通省報告書｣

という。）に示されている。 

本勉強会では、まず現在輸送現場にて運用されている委託業務の実態を調査し、その上で、

車両運搬規則第 15 条の 3 に規定される放射線防護計画の雛型作成に関して検討を行った。作成

にあたっては法令に定められた項目及び国土交通省報告書に示されている項目が確保されてい

ることの他、実効性の高いものを目指し、許可届出使用者、届出販売業者等の荷送人（以下、

「荷送人」という。）から直接運搬を委託された運送事業者、その運送事業者から再委託された

運送事業者、L 型輸送物だけを運搬する運送事業者等それぞれの業務委託の形態の実務に即し

た内容を検討した。同時に車両運搬規則第 15 条の 4 に規定される教育及び訓練に関して、業務

委託の形態を反映し、その対象とすべき者及び必要な教育及び訓練項目やその方法についても

検討を行った。また、荷送人に関して負うべき責務を明確にし、その責務を果たすために必要

な事項とそれらを実効的に遂行するための検討も行った。 

 本報告書は、本勉強会の中で検討された事項についてまとめたものであり、現在又は今後放

射性輸送物を運搬しようとする荷送人及び運搬を委託された運送事業者並びに下請け運送事業

者等が安全に運搬を実施していく上で利用するための一つの資料となるものである。 
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１１１１．．．．運搬運搬運搬運搬のののの委託委託委託委託形態形態形態形態についてについてについてについて    

 今回所在不明の事例は、荷送人から直接運搬を委託された運送事業者がさらに運搬を別の運

送事業者に再委託した業務の中で発生したものである。 

通常運用されている運搬業務の委託形態としては大きく分けて、 

(1) 委託された運送事業者のみで運搬 

(2) 直接運搬を委託された運送事業者から下請け運送事業者に再委託し（又は委託が繰り返   

されて）運搬 

さらに(2)のケースについては、以下のような業務委託形態がある。 

①  再委託した運送事業者に運搬に係るすべてを委託する。 

②  運搬は再委託された運送事業者が行うが、直接委託された運送事業者が再委託先運送事

業者の被ばく管理、教育及び訓練等を実施する。 

 

２２２２．．．．放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画についてについてについてについて    

車両運搬規則第 15 条の 3 では、「許可届出使用者（表示付認証機器使用者を含む。）、届出販

売業者、届出賃貸業者及び許可廃棄業者並びにこれらの者から運搬を委託された者は、放射性

輸送物等の運搬に際して適切に放射線障害を防止することができるように、放射線の線量の測

定方法その他告示で定める事項について記載した放射線防護計画を定めなければならない。」と

規定されている。 

また、放射性同位元素等車両運搬規則の細目を定める告示（以下、｢細目告示｣という。）で定

められているのは次の事項である。 

・輸送実施体制に関する事項 

・放射線の線量の測定方法及び放射線の線量評価に関する事項 

・放射性輸送物等の表面の汚染に関する事項 

・放射性輸送物からの隔離及び防護に関する事項 

・緊急時の対応に関する事項 

・緊急時のための訓練に関する事項 

・放射線防護計画の品質保証に関する事項 

・その他国土交通大臣が必要と認める事項 

 荷送人が自ら放射性輸送物等の運搬を実施する場合は、自ら放射線防護計画を策定しなけれ

ばならない。ただし、放射線障害予防規程などの社内規定に放射線防護計画に定めるべき事項

と同等の内容が示されている場合は、それらをもって放射線防護計画とすることができる。 

また、荷送人から放射性輸送物等の運搬を委託された運送事業者は、放射線防護計画を策定

し、それに従い運搬しなければならない。なお、運送事業者から再委託された下請け運送事業

者も同様に放射線防護計画を策定し、それに従い運搬しなければならない。 
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2222----1111．．．．運搬運搬運搬運搬をををを委託委託委託委託するするするする場合場合場合場合のののの荷送人荷送人荷送人荷送人のののの責務責務責務責務とととと荷送人荷送人荷送人荷送人のののの遵守遵守遵守遵守マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル    

 荷送人が放射性輸送物を運搬する場合は、非破壊検査事業者が自社所有の密封線源を移動使

用する場合や許可届出使用者等が使用済み線源を届出販売業者に返却する場合等の一部を除き、

運送事業者に運搬を委託する場合が多い。 

放射性輸送物を運搬する場合、輸送物の基準等を規定した「放射性同位元素等による放射線

障害の防止に関する法律」（以下、｢障防法｣という。）と運搬の方法等を規定した車両運搬規則

を熟知し、これらの法令の遵守に努めなければならない。 

運搬を行おうとする放射性輸送物が法令基準を満たしていることの確認は荷送人の責務であ

り、運搬を法令に順じて適切に行うことについては委託を受けた運送事業者の責務であること

から、個々の責務を果たすことが放射性輸送物の運搬には不可欠である。また、輸送物に関す

る情報や緊急時の連絡体制等については、荷送人と運送事業者が適宜共に確認し、その情報を

共有すべき事項であり、双方が協力して果たすべき責務である。 

放射性輸送物の運搬を運送事業者に委託する場合、荷送人はこれらのことを自覚し、放射性

輸送物が安全に運搬されるように、荷送人としての責務を果たすとともに委託された運送事業

者がその責務が果たせるように協力していく必要がある。そのための荷送人が遵守すべきマニ

ュアルの例を資料１に示す。許可届出使用者等が放射性輸送物を運搬する場合、荷送人として

このマニュアルを利用できるよう RI 協会のホームページに掲載するなどの方法によって広報

を行うこととする。 

 

2222----2222．．．．放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画例例例例    

 国土交通省報告書に示されている放射線防護計画例及び運送事業者の委託形態に対応した放

射線防護計画例を以下に示す。 

 なお、L 型輸送物は収納されている放射性同位元素は極めて少量であり、輸送物表面の放射

線の量は微量（5μSv/h 以下）である。そこで L 型輸送物のみを委託された運送事業者が策定

すべき放射線防護計画の内容を、その他のタイプの輸送物も運搬する運送事業者が策定する放

射線防護計画の内容と比較し、放射線の線量測定や線量評価など一部の項目について見直すこ

とが実状に適切であると判断し、それらの検討を行った。検討結果による L 型輸送物のみを取

扱う運送事業者の放射線防護計画例も合せて示す。 

 

(1) 国土交通省報告書に示された放射線防護計画例（L 型輸送物、A 型輸送物及び IP 型輸送物  

が対象）（資料２参照） 

 

(2) 荷送人から委託を受けた運送事業者（荷送人が遵守マニュアル（資料１参照）に従う場

合）の放射線防護計画例（資料３参照） 
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(3) 荷送人から運搬を委託された運送事業者（元請け運送事業者）が、他の運送事業者（下

請け運送事業者）に再委託する場合 

・荷送人から委託を受けた元請け運送事業者の放射線防護計画例① 

（再委託をする場合）（資料４参照） 

・元請け運送業者から再委託を受けた下請け運送事業者の放射線防護計画例① 

（資料５参照） 

 

(4) 荷送人から運搬を委託された運送事業者（元請け運送事業者）が、他の運送事業者（下

請け運送事業者）に再委託する場合（運送事業者が再委託先運送事業者の被ばく管理、

教育及び訓練を実施する場合） 

・荷送人から委託を受けた元請け運送事業者の放射線防護計画例②（資料６参照） 

・元請け運送事業者から再委託を受けた下請け運送事業者の放射線防護計画例② 

（資料７参照） 

 

(5) L 型輸送物のみを取扱う運送事業者の放射線防護計画例（資料８参照） 

 

３３３３．．．．教育教育教育教育及及及及びびびび訓練訓練訓練訓練についてについてについてについて    

車両運搬規則第 15 条の 4 では、「許可届出使用者等及びこれらの者から運搬を委託された者

は、運搬に従事する者に対し放射性輸送物等の取扱い方法その他の告示で定める事項について、

運搬に従事するのに必要な知識及び技能を保有するよう教育及び訓練を行わなければならな

い。」と規定されている。 

以下、細目告示で定められている事項である。 

・放射性輸送物等の取扱い方法に関する事項 

・職務に応じた特定の訓練に関する事項 

・放射線障害を想定した安全訓練に関する事項 

・その他国土交通大臣が必要と認める事項 

 国土交通省報告書では、放射性輸送物のタイプ及び運搬に従事する者の役割に応じて、それ

ぞれのレベルで教育及び訓練に必要な項目及び時間などを示している。 

なお、その中で、L 型輸送物及び A 型輸送物で第 1 類白標識に分類される輸送物は表面線量

率の最大値が 5μSv/h 以下に制限されていることもあり、通常の運搬業務における従事者等の

被ばく線量が問題となることはないことから、これらの輸送物のみを運搬する運搬責任者の教

育及び訓練は書面の提示によって対応できるのものとしている。 

 



6 

 

 

 

3333----1111．．．．教育教育教育教育及及及及びびびび訓練訓練訓練訓練のののの項目項目項目項目についてについてについてについて    

 国土交通省報告書に示された教育及び訓練の項目を参考とし、元請け運送事業者が下請け運

送事業者の被ばく管理等を行う場合の下請け運送事業者運搬責任者向け教育及び訓練の項目及

び L 型輸送物のみを取扱う場合の教育及び訓練の項目を検討し、国土交通省報告書に示されて

いる表に付け加えた（資料９参照）。 

 なお、本教育及び訓練以外に運送事業者が行う社内の安全教育等で同じ内容の教育及び訓練

が実施されている項目は、それらをもって本教育及び訓練の項目とすることも可能である。 

 

3333----2222．．．．LLLL 型輸送物型輸送物型輸送物型輸送物運送運送運送運送事事事事業者教育業者教育業者教育業者教育及及及及びびびび訓練訓練訓練訓練用資料用資料用資料用資料についてについてについてについて    

現在、教育及び訓練用資料の一つとしては、前述の通り書面の提示のみで対応可能なものと

して、必要と思われる内容を盛り込んで RI 協会が作成したパンフレットである「アイソトープ

輸送ガイド」が広く利用されている。今回本勉強会において L 型輸送物のみを扱う場合は、そ

の内容を L 型輸送物に特化することによって、より有効な活用が可能であると議論され、その

内容についても検討した。 

検討を行った L 型輸送物のみを運搬する運搬責任者及びドライバー向けの教育及び訓練用資

料を例示した（資料 10、資料 11 及び資料 12 参照）。 

 

４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ    

 放射性輸送物を運搬する際に必要な放射線防護計画の策定と運用、教育及び訓練は、荷送人

及び運搬を委託された運送事業者らが協力して実施し、放射性輸送物の安全な運搬に努めてき

た。しかしながら今回発生した放射性輸送物の所在不明の事例により、運搬を委託された運送

事業者において法令が完全に遵守されていなかったことが判明した。 

国土交通省報告書は、放射線防護計画の策定と教育及び訓練の実施において参考とすること

は非常に有効ではあるが、今日の運送事業者間で一般的に運用されている業務の形態である複

合物流を基本とした複雑な RI の運搬を前提としたものではないため、今回の勉強会を通して運

搬の実態に則した放射線防護計画、教育及び訓練の実施について検討を行った。 

今後は本報告書を参考に、荷送人及び運搬を委託された運送事業者による適切な放射線防護

計画の策定と運用、教育及び訓練の実施がなされ、また本機会に留まらず、常に荷送人及び運

搬を委託された運送事業者がお互い率直に協力して改善に努め、一層安全な放射性輸送物の運

搬を確保していくことが重要である。 
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本勉強会本勉強会本勉強会本勉強会のののの参加者参加者参加者参加者    

                

 

 

日本通運株式会社   

株式会社日立物流 

西武運輸株式会社 

社団法人全日本トラック協会（オブザーバー） 

国土交通省自動車交通局（オブザーバー） 

社団法人日本アイソトープ協会 

 

                              （順不同） 

 

 

 

 

 

【【【【勉強会開催日勉強会開催日勉強会開催日勉強会開催日】】】】    

    

平成 21 年 1 月 24 日 

平成 21 年 2 月 12 日 

平成 21 年 3 月 12 日 

 

 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 許可使用者等が放射性輸送物の運搬を運送事業者に委託する場合の 

遵守マニュアル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

資料２ 国土交通省報告書に示された放射線防護計画例・・・・・・・・・・・・・・12 

資料３ 荷送人から委託を受けた運送事業者の放射線防護計画例（一般例）・・・・・・18 

資料４ 荷送人から委託を受けた元請け運送事業者の放射線防護計画例① 

    （再委託する場合）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27 

資料５ 元請け運送事業者から再委託を受けた下請け運送事業者の 

放射線防護計画例①・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36 

資料６ 荷送人から委託を受けた元請け運送事業者の放射線防護計画例② 

（元請け運送事業者が再委託をした下請け運送事業者の被ばく管理、 

教育及び訓練を実施する場合）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・45 

資料７ 元請け運送事業者から再委託を受けた下請け運送事業者の放射線防護計画例② 

（元請け運送事業者が再委託をした下請運送事業者の被ばく管理、 

教育及び訓練を実施する場合）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54 

資料８ L型輸送物のみを取扱う運送事業者の放射線防護計画例・・・・・・・・・・・60 

資料９ L 型・A 型・IP 型輸送物における教育及び訓練の項目・・・・・・・・・・・66 

資料 10  L 型輸送物を取扱う運搬責任者のための教育及び訓練の資料・・・・・・・・67 

資料 11 L 型輸送物を運搬するドライバー等用の注意事項 

［L 型輸送物を取扱うドライバーの皆さんへ］・・・・・・・・・・・・・・・74 

資料 12 L 型輸送物を運搬するドライバー等用の注意事項 

［L 型輸送物の運搬について］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・75 

参考資料 1  放射性輸送物の基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・78 

参考資料 2 車両運搬規則の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・80 

 

 

 

 

資資資資    料料料料    編編編編    



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１１１．．．．委託委託委託委託するするするする運送事業者運送事業者運送事業者運送事業者にににに確認確認確認確認するするするする事項事項事項事項    

(1)  放射線防護計画を策定していること 

(2)  教育及び訓練が実施されていること 

 

２２２２．．．．委託委託委託委託するするするする運送運送運送運送事事事事業者業者業者業者にににに伝伝伝伝えるえるえるえる事項事項事項事項    

(1) 委託する輸送物が放射性輸送物であり「車両運搬規則」が適用される旨 

(2) 放射性輸送物の種類（L 型、A型、IP 型）、個数 

(3) 放射性輸送物に収納する RI の種類（核種）、数量（放射能） 

(4) 放射性輸送物の取扱方法 

(5) 事故が発生した場合の措置に関する事項 

(6)  事故等が発生した場合の緊急連絡先 

（委託運送事業者に対して輸送物に係る的確な情報及び指示を伝えるための連絡先） 

      ○○○部 ○○ ○○ TEL ○○-○○○-○○○○（昼間） 

                    ○○-○○○-○○○○（夜間） 

   事故等が発生した場合は、運送事業者と協力して対応に当たる。 

(7)  その他運搬に関し留意すべき事項 

なお、L型輸送物以外の場合、(3)～(7)の事項を記載した書類（携行書類）を運送事

業者に渡し、運搬中には運搬従事者が携行するよう伝える。 

 

３３３３．．．．委託委託委託委託するするするする放射性輸送物放射性輸送物放射性輸送物放射性輸送物についてについてについてについて確認確認確認確認するするするする事項事項事項事項    

1） 事前に確認すべき事項 

(1)  輸送物が輸送物の種類ごとに定められた技術上の基準（運搬中にき裂、破損等のお

それがないこと等の障防法施行規則第 18 条の 4、第 18 条の 5 及び第 18 条の 8～10

の基準：参考資料１参照）に適合していること。 

(2)  L 型輸送物以外の輸送物の場合、輸送容器が試験基準（水の吹き付け試験、積重ね

試験等の障防法施行規則第 18 条の 5 及び第 18 条の 8～10 に規定されている試験基

準：参考資料１参照）に適合していること。また、輸送に使用する容器は、試験し

た容器及び梱包状態と同様であること。 

2）運搬開始前に確認すべき事項 

(1)  委託する輸送物の個数とその状態（破損等により外観に異常がないか、A 型輸送物

の場合、封印がされているか等） 

資料１  許可届出使用者等が放射性輸送物の運搬を運送事業者に 

委託する場合の遵守マニュアル 
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(2)  輸送物表面及び表面から 1m 離れた位置での線量当量率の最大値が、輸送物の種類

ごとに定められた基準に適合していること 

【L 型輸送物】 

・輸送物表面：5μSv/h 以下 

  【A 型・IP型輸送物】（値により標識を選定する） 

・輸送物表面：2mSv/h 以下 

・輸送物表面から 1m：100μSv/h 以下 

(3)  輸送物表面の非固定性の放射性同位元素の密度が基準に適合していること 

   ・α核種   ≦ 0.4 Bq/cm2 

    ・α核種以外 ≦  4 Bq/ cm2 

(4)  輸送物の標識及び表示注）が適合していること 

  注）放射性同位元素のみを専用積載にて運搬する場合を除き平成 20年 11 月 10 日付け

文部科学省原子力安全課長通知に示された以下の事項も必要である。 

  ① 放射性同位元素が入っていることがわかるように、輸送物の表面に、放射性同位元 

素が入っている輸送物であることを記載すること 

  ② 輸送物の表面には、以下の趣旨の注意書きを表示すること 

      ・発見した場合は、輸送物を絶対に開けないこと 

     ・発見した場合は、送り主へ連絡すること 

  ③ 輸送物が開いた状態で発見されることを考慮した、以下の趣旨の注意書きを輸送物 

の中に同封すること 

     ・発見した場合は、内容物に絶対に触れないこと 

     ・発見した場合は、送り主へ連絡すること 

  ④ 上記①～③の表示の文字の大きさは、誰もが読みやすいように配慮すること 

 

４４４４．．．．輸送方法輸送方法輸送方法輸送方法にににに関関関関してしてしてして運送事業者運送事業者運送事業者運送事業者にににに協力協力協力協力するするするする事項事項事項事項    

(1)  車両に係る最大線量当量率が基準に適合していることの確認 

・車両の表面              2mSv/h 以下 

 ・車両の表面から 1m離れた位置  100μSv/h 以下 

 ・運転席                        20μSv/h 以下 

(2)  車両表面の汚染限度が基準値以下であることの確認 

① 非固定性汚染：通常の取扱い時において、はく離するおそれがあり、ろ紙片等に 

よりふきとることができる性質の汚染をいう。 

・α核種   ≦ 0.4 Bq/cm2 

・α核種以外 ≦  4 Bq/ cm2 

② 固定性汚染：非固定性汚染以外の汚染をいう。 

・車両表面 取卸しを終了した場合に、車両表面における線量当量率が 5μSv/h 
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(3)  L 型輸送物以外の輸送物の場合、適切な車両標識が貼付されていること及び夜間の運

搬に際して赤色灯を付け点灯できることの確認 
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１１１１．．．．目目目目    的的的的    

 本書は、放射性輸送物（以下「輸送物」という。）を運搬する場合に経済的及び社会的

な要因を考慮に加えた上で、運搬に従事する者及び一般公衆の被ばくを線量限度値以下に

抑えるとともに合理的に達成可能な限り低減するための被ばく管理方法を規定するもの

である。 

 

（運搬に従事する者） 

 運搬のための準備及び運搬の実務を行う者であって放射線施設の放射線業務従事者に

指定されていない者 

 

２２２２．．．．適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲    

 本計画書の適用範囲は次のとおりである。 

2.1 輸送手段及び輸送物 

① 輸送モード：本邦内の陸上輸送 

② 輸送手段：自動車による道路輸送  

③ 輸送物： 

・ 収 納 物：放射性同位元素等(放射性同位元素によって汚染された物を含む) 

・ 輸送物の型式：L 型、A 型、IP 型 

・ 輸送物の形状等： L型：段ボール箱 

A 型：段ボール箱、ドラム缶 

IP 型：ドラム缶 

・輸送回数：L型 ○○個/年 

      A 型 △△個/年 

              IP 型 □□個/年 

2.2 作業内容 

2.2.1 運搬実施体制 

 運搬実施体制を以下に示す。それぞれの役割は 3 節に示す。 

(1)  運搬人※ 

資料２  国土交通省報告書に示された放射線防護計画例 

（L 型輸送物、A 型輸送物及び IP 型輸送物が対象） 

1 
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運搬を実施する○○○○※には以下の体制を置くこととする。 

① 運搬責任者 

 運搬全般の管理・統括等を行う 

② 運搬実施者及び運搬従事者 

 運搬の実務及び緊急時の連絡・通報等を行う。 

(2)  荷送人※（放射性同位元素使用事業者等） 

 輸送物の作成等を行う。 

(3)  放射線管理体制 

別途定められる放射線管理規定※による。 

※実際に各社で策定する放射線防護計画では、該当する者の具体的名称を記載し体制、

役割及び参照する規定等が明確になるように配慮する。以下すべて同じ。 

2.2.2 作業範囲 

 本計画書の作業範囲は、次のとおりである。 

① 発地での車両への積込み、固縛作業（固縛作業は A 型のみ適用） 

② 運搬 

③ 着地における取卸し作業 

 これらのうち、①及び③について放射線施設の管理区域内で作業が行われる場合は本計

画によらず放射線施設の放射線障害予防規程等に従うものとする。 

2.2.3 対応する運搬条件 

  本計画における運搬条件の対応範囲は、次のとおりである。 

(1)  状況 

・通常運搬時：計画どおり運搬が行われる状態。 

・計画変更時：交通渋滞、自然及び社会環境の原因により、又は車両故障の原因によ

り、運搬計画を変更せざるを得ない場合。 

(2)  輸送物の状態 

 以下の条件を逸脱しないことが明らかな状態 

・外観：著しい変形、破損のないこと 

・線量当量率の最大値： 

 以下の値を超えず、かつ運搬中、運搬後においては発送前と同等のレベル 

  輸送物表面             2mSv/h 

  輸送物表面から 1m離れた位置   100μSv/h 

・放射性同位元素の漏えい ：なし 

2 
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・表面汚染： 

  以下の値を超えず、かつ運搬中、運搬後においては発送前と同等のレベル 

  α線を放出する核種  0.4 Bq/cm2 

  α線を放出しない核種  4 Bq/cm2 

2.3 特別措置による運搬 

 車両運搬規則に定める特別措置により運搬が行われる場合については本計画によらず、

適切な放射線防護措置を講ずることとする。 

 

３３３３．．．．役割及役割及役割及役割及びびびび責任責任責任責任    

 荷送人及び運搬に従事する者が属する組織（以下、「運搬人等」という。）は、放射線防

護計画を確実に実施することにより、放射線防護と安全性の最適化を図らなければならな

い。 

 放射線防護計画の策定及び改定は運搬人等が行い、荷送人がそれを確認する。ただし、

放射線防護計画の策定及び改定が困難な運搬人等に対しては、荷送人が積極的に協力する

こととする。 

 運搬における役割及び責任は次のとおりである。 

3.1 荷送人 

・輸送物の管理の責任を負う。 

・輸送物の技術基準適合性について責任を負う。 

・輸送容器の点検、輸送物の作成を行う。 

・輸送物の検査（線量、汚染、外観等）を行う。 

・輸送車両の線量測定を行う。 

・標識及び表示類の貼付けを行う。 

・輸送物の取扱方法に関する情報を運搬人に供与する。 

・緊急時には、的確な情報、指示を運搬人に供与する。 

3.2 運搬人 

(1)  運搬責任者 

・運搬の実務を統括管理する。 

・運搬に従事する者の被ばく低減及び放射線管理について責任を負う。 

・緊急時には、的確な情報、指示を運搬実施者及び運搬従事者に行う。 

(2)  運搬実施者及び運搬従事者 

・輸送物の積込みを行う 

3 
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・運搬の実務を行う 

・緊急時には、荷送人に的確な連絡を行う。 

・車両標識の貼付けを行う。（L 型輸送物のみを積載する場合を除く） 

 運搬実施者は上記業務を的確に実施するため、必要に応じ、運搬従事者に対し指示

を与える。 

運搬責任者は、運搬実施者及び運搬実施者を兼ねることができる。 

(3)  見張人 

 交通事故の防止、駐車中の周辺監督及び関係者以外の者の近接防止並びに関係機関等

への連絡等を行う。 

3.3 荷役等作業者 

 港湾、ターミナル等における積替え、荷役作業を行う。 

 

４４４４．．．．線量線量線量線量のののの評価評価評価評価とととと最適化及最適化及最適化及最適化及びびびび表面密度表面密度表面密度表面密度    

 荷送人は運搬人等に対し輸送物の適切な取扱方法及び輸送物の破損等の事象が生じた

際の連絡先に関する情報を提供しなければならない。 

 

表 1 輸送物に係る線量 

輸送物の型 区分 
輸送物の線量(mSv/h) 

備考 
表面 at 1m 

※※※※ A ～ ～ 実測 

＊＊＊＊ A ～ ～ 計算 

 

4.1 輸送物及び車両の管理 

4.1.1 輸送物に係る測定  

 荷送人は輸送物について、出荷前に、下表の測定を行い、当該輸送物及び車両の線量当

量率及び放射性同位元素の放射能面密度が運搬に係る基準値を満足することを確認する。 

表 2 輸送物に係る測定 

測定項目 測定時期 基準 測定方法 

表面 発送前 2 mSv/h サーベイメータ 

at 1m 発送前 100μSv/h サーベイメータ 

輸送物表面の 

放射能面密度 
発送前 

α核種   ：0.4 Bq/cm２ 

α核種以外 ： 4 Bq/cm２ 
スミヤ法 
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4.1.2 測定器等の管理 

 放射線量率、表面放射能面密度及び個人被ばく線量の測定に用いる測定器は定期的な点

検を行い性能が維持されているものを使用する。 

 

4.2 個人被ばく線量の管理 

(1)  運搬人等は、運搬に従事する者の個人被ばく線量が線量管理目標値を超えないよう

計画しなければならない。線量管理目標値を超えないことを担保するため個人被ばく

管理を次のいずれかにより行い記録する。この記録は 1 年間保管する。なお、取扱う

輸送物及び業務内容等から個人被ばく線量が線量管理目標値を超えないことが明らか

な者については、作業の実績が当初の作業計画（又は過去の作業の実績）に包含され

ることを確認することにより線量管理目標値を超えないことを確認する。 

① 個人被ばくの測定結果 

② 輸送物の運搬に従事した時間及びこのうち運転席、助手席、車室内ベッドにいた

時間並びにその場の線量当量率 

(2)  線量管理目標値は、0.8mSv/y とする。また、線量限度値は、1 mSv/y とする。 

(3)  運搬人等は、運搬に従事する者の被ばく線量が線量管理目標値を超えるか又は超え

るおそれのある場合は、当該運搬業務への従事を中止するか、又は要員の交替等の措

置を考慮する。また、被ばく線量が線量限度値を超えた場合は、当該運搬業務への従

事を速やかに中止するとともに、放射線管理について責任を有する者(部門)に連絡し、

その指示を仰ぐ。 

 

５５５５．．．．緊急時対応緊急時対応緊急時対応緊急時対応    

荷送人は、事故等の緊急時の対応については別途定められる緊急時対応マニュアルに  

従うものとする。 

  運搬実施者は、運搬中に交通事故、地震、火災等が発生した場合には、荷送人及び警

察等に速やかに通報するとともに荷送人の指示に従わなければならない。 

 

６６６６．．．．教育教育教育教育及及及及びびびび訓練訓練訓練訓練    

 運搬人等は自社の運搬に従事する者に対し別途定められる項目及び頻度に従い教育及

び訓練を実施する。なお、運搬人等は教育及び訓練の実施にあたり互いに協力しなければ

ならない。 
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７７７７．．．．品質保証品質保証品質保証品質保証    

  運搬人等の品質管理マニュアルに従い実施する。 
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放射線防護計画書 

（放射性同位元素等の運搬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策定日  平成○○年○○月○○日 

 

  ○○○○株式会社 

 

 

 

 

資料３ 荷送人から委託を受けた運送事業者の放射線防護計画例（一般例） 

（荷送人は遵守マニュアル（資料１参照）に従う） 
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１１１１．．．．目目目目    的的的的    

 本計画書は、放射性輸送物（以下「輸送物」という。）の運搬に際し、運搬に従事する者

及び一般公衆に対する放射線障害を適切に防止することを目的とする。 

 

（運搬に従事する者） 

 運搬及び荷役等で輸送物の取扱い等の実務を行う者であって放射線施設の放射線業務従

事者に選任されていない者 

 

２２２２．．．．適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲    

 本計画書の適用範囲は次のとおりである。 

 2.1 輸送手段及び輸送物 

①  輸送モード：本邦内の陸上輸送 

②  輸送手段：自動車による道路輸送  

③  輸送物： 

・収 納 物：放射性同位元素等（放射性同位元素及び放射性同位元素によって汚染さ

れた物） 

・輸送物の型式 ：L 型、A 型、IP型 

・輸送物の形状等：L 型：段ボール箱、ドラム缶 

          A 型：段ボール箱、ドラム缶 

              IP 型：段ボール箱、ドラム缶 

・輸送回数   ： L 型 ○○個/年 

               A 型 △△個/年 

               IP 型 △△個/年 

2.2 作業範囲 

  本計画書の作業範囲は、次のとおりである。 

① 発地での車両への積込み、固縛作業（固縛作業は A型のみ適用） 

② 運搬 

③ 着地における取卸し作業 

  これらのうち、①及び③について放射線施設の管理区域内で作業が行われる場合は本

計画によらず該当する放射線施設の放射線障害予防規程等に従うものとする。 

2.3 対応する運搬条件 

  本計画における運搬条件の対応範囲は、次のとおりである。 

 ① 通常運搬時：計画どおり運搬が行われる状態。 

 ② 計画変更時：交通渋滞、自然及び社会環境の原因により、又は、車両故障の原因に

より、運搬計画を変更せざるを得ない場合。 

  なお、計画変更時においては、あらかじめ若しくはその都度安全に輸送できる最適な

1 
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経路と方法を選択して運搬するように努めること。 

 

３３３３．．．．輸送実施体制輸送実施体制輸送実施体制輸送実施体制にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 輸送実施体制を下図に示す。 

 荷送人からの運搬を受託する場合は、荷送人が｢許可使用者等が放射性同位元素の運搬を

運送事業者に委託する場合の遵守マニュアル｣を的確に運用していることを確認する。 

 

 

         委託                  運搬実施 

                            ・見張人 

遵守マニュアルに従う。 

 

 

                再委託  下請け運搬人に運搬を委託する場合は、 

下請け運搬人が適切な放射線防護計画を 

策定していることを確認すること 

 

 

                              運搬実施 

                              

・見張人 

 

3.1 運搬人 

(1)  運搬責任者 

  ・運搬の実務を統括管理する。 

  ・運搬に従事する者の被ばく低減及び放射線管理について責任を負う。 

・緊急時には、的確な情報、指示を運搬実施者及び運搬従事者に行う。 

(2)  運搬実施者及び運搬従事者 

・輸送物の積込みを行う 

・運搬の実務を行う 

・緊急時には、荷送人に的確な連絡を行う。 

・車両標識の貼付けを行う。（L 型輸送物のみを運搬するを除く） 

運搬実施者は上記業務を的確に実施するため、必要に応じ、運搬従事者に対し指示を

与える。 

※ 運搬責任者は運搬実施者及び運搬従事者を兼ねることができる。 

(3) 見張人 

 

荷送人 

運送事業者（元請け運搬人） 

・運搬責任者 

・運搬実施者、運搬従事者 

 

荷受人 

運送事業者（下請け運搬人） 

・運搬責任者 

・運搬実施者、運搬従事者 

 

荷受人 

2 



23 

 

 

 

 交通事故の防止、駐車中の周辺監督及び関係者以外の者の近接防止並びに関係機関等

への連絡等を行う。 

3.2  荷送人 

「許可使用者等が放射性輸送物の運搬を運送事業者に委託する場合の遵守マニュアル」

に従い放射性輸送物が基準に適合することを確認するとともに、緊急時に委託運搬事業者

に的確な情報、指示を伝える。 

 

４４４４．．．．放射線放射線放射線放射線のののの線量線量線量線量のののの測定方法及測定方法及測定方法及測定方法及びびびび放射線放射線放射線放射線のののの線量評価線量評価線量評価線量評価にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

4.1 輸送物及び車両の線量の管理 

4.1.1  輸送物及び車両に係る放射線量の測定及び線量評価 

 運搬人は、荷送人が「許可使用者等が放射性輸送物の運搬を運送事業者に委託する場合

の遵守マニュアル」に従って適切に放射線の測定を行っていることを確認する。 

運搬人が営業所等で輸送物の積替えを行った場合については、積替え後の積載個数やそ

の内容が同じか又は減少するため、貨物の配置などに注意することにより積替え後の車両

に係る放射線の測定値が基準値を満足すると評価できることから、車両に係る放射線の測

定を省略する。ただし、積替えの際に他の放射性輸送物を追加するなどにより放射線量が

増加する場合は、運搬人が車両に係る放射線の測定を行うか又は計算などの方法により基

準値を満足することを確認する。 

4.1.2 放射線測定器等の管理 

線量当量率、輸送物表面の放射性同位元素の放射能面密度及び個人被ばく線量の測定に

用いる測定器は定期的な点検を行い性能が維持されているものを使用しなければならない。 

4.2  個人被ばく線量の管理 

(1)  運搬人は、運搬に従事する者の個人被ばく線量が 1mSv/年を超えないよう計画し、

実施しなければならない。個人被ばく管理は次の方法により行い記録する。この記録は

1 年間保管する。 

① 取扱う輸送物及び業務内容等から個人被ばく線量が1mSv/年を超えないことが明ら

かな者については、作業の実績が当初の作業計画（又は過去の作業の実績）に包含さ

れることを確認する。 

② 個人被ばく線量が1mSv/年を超えないことが明らかでない者については次のいずれ

かにより行う。 

・測定器により個人被ばく線量を測定する。 

・放射性同位元素等の運搬に従事した時間（積込みや積卸し又は運転席や助手席など 

車室内にいた時間を含む）及びその場の線量当量率から計算する。 

(2)  運搬人は、運搬に従事する者の被ばく線量が 1mSv/年を超えるか又は超えるおそれ

のある場合、当該運搬業務への従事を中止するか、又は要員の交替等の措置を考慮す

る。また、被ばく線量が 1mSv/年を超えた場合は、当該輸送業務への従事を速やかに中
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止するとともに、荷送人に連絡をし、その指示の下、適切な対応をとるものとする。

また、その原因について荷送人と検討し、被ばく低減のための改善策を速やかに講じ

ること。 

 

５５５５．．．．放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等のののの表面表面表面表面のののの汚染汚染汚染汚染にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 運搬人は、荷送人が「許可使用者等が放射性輸送物の運搬を運送事業者に委託する場合

の遵守マニュアル」に従って適切に放射能汚染の評価を行っていることを確認する。 

 

６６６６．．．．放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等からのからのからのからの隔離及隔離及隔離及隔離及びびびび防護防護防護防護にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

(1) 運搬中の管理 

運搬従事者は、運搬途上の休憩、休息等のために駐車する場合には、必要に応じて見

張り、縄張り、標識の設置等を行う。ただし、非開放型の車両に施錠等の措置がなさ

れている場合はこの限りでない。 

(2) 輸送物の一時保管 

輸送途上において支店及び営業所等にて輸送物を一時保管する必要がある場合、盗難

や紛失などが起こらないように十分注意をし、それらを防止できるよう施錠等が可能

な場所にて保管すること。またその際に L型輸送物及び A 型輸送物第 1 類白標識の輸

送物以外の輸送物の場合には、運搬に関係のない人々への被ばくを防止するため、十

分な距離やしゃへいなどが確保できるようにすること。 

(3) 荷役中の管理 

運搬従事者は、放射線施設の管理区域以外で荷役作業を行う場合には、必要に応じて、

見張人、縄張り、標識の設置等を行い、放射性輸送物積載車両又は輸送物の周囲に関

係者以外の者が近づかないようにする。ただし、L 型輸送物のみの取扱いの場合はこ

の限りでない。 

 

７７７７．．．．緊急時緊急時緊急時緊急時のののの対応対応対応対応にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

運搬人は、事故時等の緊急時には以下に従い荷送人及び警察等に速やかに通報するとと

もに荷送人の指示に従わなければならない。 

7.1  車両事故等の緊急時に取るべき措置 

事故等が発生した場合、落ち着いて以下のことを実施する。 

① 人命救助 

    必要に応じて救急車の手配 

② 警察署、消防署（火災が発生した場合）への通報 

   ③ 火災時の消火、延焼の防止 

   ④ 二次災害の防止 

   ⑤ 放射性輸送物の状態の確認 

4 



25 

 

 

 

  （破損など目視で異常があると確認できる放射性輸送物は素手では取り扱わないこと） 

7.2  緊急時の連絡 

取るべき措置を行った後、以下の連絡先に必要な内容をできるだけ正確に連絡する。  

連絡先：○○運送   ○○営業所 TEL:03－123－1234 

    連絡内容：・通報者の氏名 

・事故発生日時 

・事故発生場所 

         ・事故概要（けが人の有無及び状態、車両破損状態、火災の有無、積載物 

の異常の有無等） 

         ・通報者の連絡先（携帯電話番号など） 

 

   

 

 

 

         【 委託運送事業者 】 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

【【【【再委託運送事業者】】】】        

【【【【連絡体制図】 

 

８８８８．．．．教育及教育及教育及教育及びびびび訓練訓練訓練訓練にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 運搬人は自社の運搬従事者に対し、『放射性同位元素等車両運搬規則の細目に定める告

示』（平成 2年 12 月、運輸省告示第 592 号）に定める項目に従い教育及び訓練を実施する。

なお運搬人は教育及び訓練の実施にあたり、荷送人に協力を求めることができる。 

 

 

運搬従事者 

運搬責任者 

連絡先： 

TEL: 03－123－1234 

 

荷送人（荷主） 

 

警察署 

消防署 

 

 

運搬従事者 

 

運搬責任者 

5 
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９９９９．．．．放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画のののの品質保証品質保証品質保証品質保証にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 運搬人は、「放射性同位元素陸上輸送安全対策検討会」の報告について（平成 20 年 12 月

17 日、国土交通省ホームページ掲載）に示された放射性同位元素等車両運搬規則に関する

チェックリストを活用する等により、放射線防護計画が確実に実施されていることを確認

する。また実施が確実ではないことが確認された時には、その内容を検討し、改善措置を

講ずる。なお必要に応じて放射線防護計画についてもその内容を反映する。 

 

 

6 



27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線防護計画書 

（放射性同位元素等の運搬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策定日  平成○○年○○月○○日 

 

○○○○株式会社 

 

 

 

 

資料４  荷送人から委託を受けた元請け運送事業者の放射線防護計画例① 

（再委託をする場合） 
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１１１１．．．．目目目目    的的的的    

 本計画書は、放射性輸送物（以下「輸送物」という。）の運搬に際し、運搬に従事する者、

運搬を再委託するときはその下請け運送事業者の運搬に従事する者及び一般公衆に対する

放射線障害を適切に防止することを目的とする。 

（運搬に従事する者） 

 運搬のための準備及び運搬の実務を行う者であって放射線施設の放射線業務従事者に指

定されていない者 

 

２２２２．．．．適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲    

 本計画書の適用範囲は次のとおりである。 

2.1 輸送手段及び輸送物 

① 輸送モード：本邦内の陸上輸送 

② 輸送手段 ：自動車による道路輸送  

③ 輸送物  ： 

・収 納 物：放射性同位元素等（放射性同位元素及び放射性同位元素によって汚染さ

れた物） 

・輸送物の型式 ： L 型、A 型、IP型 

・輸送物の形状等： L 型 ：段ボール箱、ドラム缶 

A 型 ：段ボール箱、ドラム缶 

IP 型 ：段ボール箱、ドラム缶 

・輸送回数   ： L 型  ○○個/年 

A 型  △△個/年 

IP 型  □□個/年 

2.2 作業範囲 

 本計画書の作業範囲は、次のとおりである。 

① 発地での車両への積込み、固縛作業（固縛作業は A 型輸送物にのみ適用） 

② 運搬 

③ 着地における取卸し作業 

 これらのうち、①及び③について放射線施設の管理区域内で作業が行われる場合は本計

画によらず該当する放射線施設の放射線障害予防規程等に従うものとする。 

2.3 対応する運搬条件 

  本計画における運搬条件の対応範囲は、次のとおりである。 

 ① 通常運搬時：計画どおり運搬が行われる状態。 

 ② 計画変更時：交通渋滞、自然及び社会環境の原因により、又は、車両故障の原因に

より、運搬計画を変更せざるを得ない場合。 

 なお、計画変更時においては、あらかじめ若しくはその都度安全に輸送できる最適な経
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路と方法を選択して運搬するように努めること。 

 

３３３３．．．．輸送実施体制輸送実施体制輸送実施体制輸送実施体制にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

輸送実施体制を下図に示す。 

○○支店
○○部

運搬責任者
（元請）

運搬実施者
運搬従事者
（元請）

運搬責任者
（下請）

指揮・命令
放射線管理

作業依頼・
各種指導

防護計画
実施主体

指導報告

運搬実施者
運搬従事者
（下請）（放射線管理）

指揮・命令
（放射線管理）

 

【輸送実施体制図】 

3.1 運搬人 

(1) 運搬責任者 

  ・運搬の実務を統括管理する。 

  ・運搬に従事する者の被ばく低減及び放射線管理について責任を負う。下請け運送事

業者の放射線管理を行なうときはその責任も負う。 

・緊急時には、的確な情報、指示を運搬実施者、運搬従事者及び下請け運送事業者の

運搬責任者に行う。 

(2) 運搬実施者及び運搬従事者 

・輸送物の積込みを行う。 

・運搬の実務を行う。 

荷送人荷送人荷送人荷送人    
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・緊急時には、荷送人に的確な連絡を行う。 

・車両標識の貼付けを行う。（L 型輸送物のみを運搬する場合を除く） 

 運搬実施者は上記業務を的確に実施するため、必要に応じ、運搬従事者に対し指示

を与える。運搬責任者は運搬実施者及び運搬従事者を兼ねることができる。 

(3) 見張人（必要時） 

交通事故の防止、駐車中の周辺監督及び関係者以外の者の近接防止並びに関係機関等

への連絡等を行う。 

 

なお、下請運送事業者に運搬を再委託する場合は、下請け運送事業者が適切な放射線

防護計画を策定していることを確認すること。 

3.2 荷送人 

・輸送物の管理の責任を負う。 

・輸送物の技術基準適合性について責任を負う。 

・輸送容器の点検、輸送物の作成を行う。 

・輸送物の検査（線量、汚染、外観等）を行う。 

・輸送車両の線量測定を行う。 

・標識及び表示類の貼付けを行う。 

・輸送物の取扱方法に関する情報を運搬人に供与する。 

・緊急時には、的確な情報、指示を運搬人に供与する。 

  これら荷送人の責務については、荷送人が実施することを運搬受託する際に確認する

こと。 

 

４４４４．．．．放射線放射線放射線放射線のののの線量線量線量線量のののの測定方法及測定方法及測定方法及測定方法及びびびび放射線放射線放射線放射線のののの線量評価線量評価線量評価線量評価にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

4.1 輸送物及び車両の線量の管理 

4.1.1 輸送物及び車両に係る線量当量率の測定 

  運搬人は、荷送人によって下表の測定が行われ、当該輸送物及び車両の線量が運搬に

係る基準値を超えていないことを確認する。 

 

表１ 輸送物及び車両に係る測定 

測定項目 測定時期 基準 測定方法 

表面 発送前 2 mSv/h サーベイメータ 

at １m 発送前 100μSv/h サーベイメータ 

運転席 発送前 20μSv/h サーベイメータ 

 

運搬人が営業所等で輸送物の積替えを行った場合については、積替え後の積載個数や
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その内容が同じか又は減少するため、貨物の配置などに注意することにより積替え後の車

両に係る放射線の測定値が基準値を満足すると評価できることから、車両に係る放射線の

測定を省略する。ただし、積替えの際に他の放射性輸送物を追加するなどにより放射線量

が増加する場合は、運搬人が車両に係る放射線の測定を行うか又は計算などの方法により

基準値を満足することを確認する。 

4.1.2 放射線測定器等の管理 

線量当量率、輸送物表面の放射性同位元素の放射能面密度及び個人被ばく線量の測定に

用いる測定器は定期的な点検を行い性能が維持されているものを使用しなければならない。 

4.2 個人被ばく線量の管理 

(1)  運搬人は、運搬に従事する者の個人被ばく線量が 1mSv/年を超えないよう計画し、

個人被ばく管理を実施しなければならない。個人被ばく管理は次のいずれかにより行

い記録する。この記録は 1 年間保管する。 

① 取扱う輸送物及び業務内容等から個人被ばく線量が1mSv/年を超えないことが明ら

かな者については、作業の実績が当初の作業計画（又は過去の作業の実績）に包含

されることを確認する。 

② 個人被ばく線量が1mSv/年を超えないことが明らかでない者については次のいずれ

かにより行う。 

・ 測定器により個人被ばく線量を測定する。 

・放射性同位元素等の運搬に従事した時間（積込みや積卸し又は運転席や助手席など

車室内にいた時間を含む）及びその場の線量当量率から計算する。 

(2)  運搬人は、運搬に従事する者の被ばく線量が 1mSv/年を超えるか又は超えるおそれ

のある場合、当該運搬業務への従事を中止するか、又は要員の交替等の措置を考慮

する。また、被ばく線量が 1mSv/年を超えた場合は、当該輸送業務への従事を速やか

に中止するとともに、荷送人に連絡をし、その指示の下、適切な対応をとるものと

する。またその原因について荷送人と検討し、被ばく低減のための改善策を速やか

に講じること。 

 

５５５５．．．．放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等のののの表面表面表面表面のののの汚染汚染汚染汚染にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 運搬人は、荷送人によって下表の測定が行われ、輸送物表面の放射能面密度が運搬に係

る基準値を超えていないことを確認する。 

 

表２ 輸送物及び車両に係る測定 

測定項目 測定時期 基準 測定方法 

輸送物表面 

放射能面密度 

発送前（車両にあっては

必要に応じて荷卸後） 

α核種   ：0.4 Bq/cm２ 

α核種以外 ： 4 Bq/cm２ 
スミヤ法 
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６６６６．．．．放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等からのからのからのからの隔離及隔離及隔離及隔離及びびびび防護防護防護防護にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

(1) 運搬中の管理 

運搬従事者は、運搬途上の休憩、休息等のために駐車する場合には、必要に応じて

見張り、縄張り、標識の設置等を行う。ただし、非開放型の車両に施錠等の措置がな

されている場合はこの限りでない。 

(2) 輸送物の一時保管 

輸送途上において支店及び営業所等にて輸送物を一時保管する必要がある場合、盗

難や紛失などが起こらないように十分注意をし、それらを防止できるよう施錠等が可

能な場所にて保管すること。またその際に L型輸送物及び A型輸送物第 1類白標識の

輸送物以外の輸送物の場合には、運搬に関係のない人々への被ばくを防止するため、

十分な距離やしゃへいなどが確保できるようにすること。 

(3) 荷役中の管理 

運搬従事者は、放射線施設の管理区域以外で荷役作業を行う場合には、必要に応じ

て、見張人、縄張り、標識の設置等を行い、輸送物積載車両又は輸送物の周囲に関係

者以外の者が近づかないようにする。ただし、L型輸送物のみの取扱いの場合はこの

限りでない。 

 

７７７７．．．．緊急時緊急時緊急時緊急時のののの対応対応対応対応にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

運搬人は、事故時等の緊急時には下図に従い荷送人及び警察等に速やかに通報すると

ともに荷送人の指示に従わなければならない。 

7.1  車両事故等の緊急時に取るべき措置 

事故等が発生した場合、落ち着いて以下のことを実施する。 

① 人命救助 

    必要に応じて救急車の手配 

② 警察署、消防署（火災が発生した場合）への通報 

   ③ 火災時の消火、延焼の防止 

   ④ 二次災害の防止 

   ⑤ 放射性輸送物の状態の確認 

  （破損など目視で異常があると確認できる放射性輸送物は素手では取り扱わないこと） 

7.2  緊急時の連絡 

取るべき措置を行った後、以下の連絡先に必要な内容をできるだけ正確に連絡する。  

連絡先：○○運送   ○○営業所 TEL:03－123－1234 

    連絡内容：・通報者の氏名 

・事故発生日時 

・事故発生場所 

         ・事故概要（けが人の有無及び状態、車両破損状態、火災の有無、積載物 
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の異常の有無等） 

         ・通報者の連絡先（携帯電話番号など） 

 

○○支店
○○部

運搬責任者
（元請及び下請）

運搬実施者
運搬従事者

警察・消防

荷送人

輸
送
物
損
傷
時

 

 

８８８８．．．．教育及教育及教育及教育及びびびび訓練訓練訓練訓練にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 運搬人は自社の運搬に従事する者及び下請け運送事業者に対し、『放射性同位元素等車両

運搬規則の細目を定める告示』（平成 2 年 12 月、運輸省告示第 595 号）に定める項目に従

い教育及び訓練を実施する。なお運搬人は教育及び訓練の実施にあたり、荷送人に協力を

求めることができる。 

 

９９９９．．．．放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画のののの品質保証品質保証品質保証品質保証にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 「放射性同位元素陸上輸送安全対策検討会」の報告について（平成 20年 12 月 17 日、国

土交通省ホームページ掲載）に示された放射性同位元素等車両運搬規則に関するチェック

リストを活用する等により、放射線防護計画が確実に実施されていることを確認する。ま

た実施が確実ではないことが確認された時には、その内容を検討し、改善措置を講ずる。

なお、必要に応じて放射線防護計画についてもその内容を反映する。 

 

 

 

【【【【緊急時の連絡体制】】】】 
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１１１１．．．．目目目目    的的的的    

 本計画書は、放射性輸送物（以下「輸送物」という。）の運搬に際し、運搬に従事する者

及び一般公衆に対する放射線障害を適切に防止することを目的とする。 

（運搬に従事する者） 

 運搬のための準備及び運搬の実務を行う者であって放射線施設の放射線業務従事者に指

定されていない者 

 

２２２２．．．．適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲    

 本計画書の適用範囲は次のとおりである。 

2.1 輸送手段及び輸送物 

① 輸送モード：本邦内の陸上輸送 

② 輸送手段 ：自動車による道路輸送 

③ 輸送物  ： 

・収 納 物：放射性同位元素等（放射性同位元素及び放射性同位元素によって汚染

された物） 

・輸送物の型式 ： L 型、A 型、IP型 

・輸送物の形状等： L 型 ：段ボール箱、ドラム缶 

A 型 ：段ボール箱、ドラム缶 

IP 型 ：段ボール箱、ドラム缶 

・輸送回数   ： L 型  ○○個/年 

A 型  △△個/年 

IP 型  □□個/年 

2.2 作業範囲 

  本計画書の作業範囲は、次のとおりである。 

① 発地での車両への積込み、固縛作業（固縛作業は A 型のみ適用） 

② 運搬 

③ 着地における取卸し作業 

  これらのうち、①及び③について放射線施設の管理区域内で作業が行われる場合は本

計画によらず該当する放射線施設の放射線障害予防規程等に従うものとする。 

2.3 対応する運搬条件 

  本計画における運搬条件の対応範囲は、次のとおりである。 

  ① 通常運搬時：計画どおり運搬が行われる状態。 

 ② 計画変更時：交通渋滞、自然及び社会環境の原因により、又は、車両故障の原因

により、運搬計画を変更せざるを得ない場合。 

  なお、計画変更時においては、あらかじめ若しくはその都度安全に輸送できる最適な

経路と方法を選択して運搬するように努めること。 

1 
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３３３３．．．．輸送実施体制輸送実施体制輸送実施体制輸送実施体制にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

輸送実施体制を下図に示す。 

○○支店
○○部

運搬責任者
（元請）

運搬実施者
運搬従事者
（元請）

運搬責任者
（下請）

指揮・命令
放射線管理

作業依頼・
各種指導

防護計画
実施主体

指導報告

運搬実施者
運搬従事者
（下請）（放射線管理）

指揮・命令
（放射線管理）

 

【輸送実施体制図】 

3.1 運搬人 

(1) 運搬責任者 

  ・運搬の実務を統括管理する。 

  ・運搬に従事する者の被ばく低減及び放射線管理について責任を負う。（元請運送事業

者が放射線管理を行なうときは除く。） 

・緊急時には、的確な情報、指示を運搬実施者及び運搬従事者に行う。 

(2) 運搬実施者及び運搬従事者 

・輸送物の積込みを行う。 

・運搬の実務を行う。 

・緊急時には、荷送人に的確な連絡を行う。 

・車両標識の貼付けを行う（L型輸送物のみを運搬する場合を除く）。 

荷送人荷送人荷送人荷送人    

2 
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 運搬実施者は上記業務を的確に実施するため、必要に応じ、運搬従事者に対し指示

を与える。運搬責任者は運搬実施者及び運搬従事者を兼ねることができる。 

(3) 見張人（必要時） 

交通事故の防止、駐車中の周辺監督及び関係者以外の者の近接防止並びに関係機関

等への連絡等を行う。 

 

なお、元請運送事業者が適切な放射線防護計画を策定していることを確認すること。 

3.2 荷送人 

・輸送物の管理の責任を負う。 

・輸送物の技術基準適合性について責任を負う。 

・輸送容器の点検、輸送物の作成を行う。 

・輸送物の検査（線量、汚染、外観等）を行う。 

・輸送車両の線量測定を行う。 

・標識及び表示類の貼付けを行う。 

・輸送物の取扱方法に関する情報を運搬人に供与する。 

・緊急時には、的確な情報、指示を運搬人に供与する。 

  これら荷送人の責務については、荷送人が実施することを運搬受託する際に確認する

こと。 

 

４４４４．．．．放射線放射線放射線放射線のののの線量線量線量線量のののの測定方法及測定方法及測定方法及測定方法及びびびび放射線放射線放射線放射線のののの線量評価線量評価線量評価線量評価にににに関関関関するするするする事項事項事項事項（（（（元請元請元請元請けけけけ運送事運送事運送事運送事業者業者業者業者がががが

放射線管理放射線管理放射線管理放射線管理をををを行行行行なうときはなうときはなうときはなうときは除除除除くくくく））））    

4.1 輸送物及び車両に係る放射線量の測定及び線量評価 

  運搬人は、荷送人によって下表の測定が行われ、当該輸送物及び車両の線量が運搬に

係る基準値を超えていないことを確認する。 

 

表１ 輸送物及び車両に係る測定 

測定項目 測定時期 基準 測定方法 

表面 発送前 2 mSv/h サーベイメータ 

at １m 発送前 100μSv/h サーベイメータ 

運転席 発送前 20μSv/h サーベイメータ 

 

運搬人が営業所等で輸送物の積替えを行った場合については、積替え後の積載個数や

その内容が同じか又は減少するため、貨物の配置などに注意することにより積替え後の

車両に係る放射線の測定値が基準値を満足すると評価できることから、車両に係る放射

線の測定を省略する。ただし、積替えの際に他の放射性輸送物を追加するなどにより放
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射線量が増加する場合は、運搬人が車両に係る放射線の測定を行うか又は計算などの方

法により基準値を満足することを確認する。 

4.1.2 放射線測定器等の管理 

線量当量率、輸送物表面の放射性同位元素の放射能面密度及び個人被ばく線量の測定

に用いる測定器は定期的な点検を行い性能が維持されているものを使用しなければなら

ない。 

4.2 個人被ばく線量の管理 

(1) 運搬人は、運搬に従事する者の個人被ばく線量が 1mSv/年を超えないよう計画し、

実施しなければならない。個人被ばく管理は次のいずれかにより行い記録する。この記

録は 1年間保管する。 

① 取扱う輸送物及び業務内容等から個人被ばく線量が1mSv/年を超えないことが明ら

かな者については、作業の実績が当初の作業計画（または過去の作業の実績）に包

含されることを確認する 

② 個人被ばく線量が1mSv/年を超えないことが明らかでない者については次のいずれ

かにより行う。 

・測定器により個人被ばく線量を測定する。 

・放射性同位元素等の運搬に従事した時間（積込みや積卸し又は運転席や助手席など、

車室内にいた時間を含む）及びその場の線量当量率から計算する。 

(2)  運搬人は、運搬に従事する者の被ばく線量が 1mSv/年を超えるか又は超えるおそれ

のある場合、当該運搬業務への従事を中止するか、又は要員の交替等の措置を考慮す

る。また、被ばく線量が 1mSv/年を超えた場合は、当該輸送業務への従事を速やかに中

止するとともに、元請運送事業者に連絡をし、その指示の下、適切な対応をとるもの

とする。またその原因について元請運送事業者と検討し、被ばく低減のための改善策

を速やかに講じること。 

 

５５５５．．．．放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等のののの表面表面表面表面のののの汚染汚染汚染汚染にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

（（（（元請元請元請元請運送事運送事運送事運送事業者業者業者業者がががが放射線管理放射線管理放射線管理放射線管理をををを行行行行なうときはなうときはなうときはなうときは除除除除くくくく））））    

 運搬人は、荷送人によって下表の測定が行われ、輸送物表面の放射能面密度が運搬に係

る基準値を超えていないことを確認する。 

 

表２ 輸送物及び車両に係る測定 

測定項目 測定時期 基準 測定方法 

輸送物表面 

放射能面密度 

発送前（車両にあっては

必要に応じて荷卸後） 

α核種   ：0.4 Bq/cm２ 

α核種以外 ： 4 Bq/cm２ 
スミヤ法 
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６６６６．．．．放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等からのからのからのからの隔離及隔離及隔離及隔離及びびびび防護防護防護防護にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

(1) 運搬中の管理 

運搬従事者は、運搬途上の休憩、休息等のために駐車する場合には、必要に応じて

見張り、縄張り、標識の設置等を行う。ただし、非開放型の車両に施錠等の措置がな

されている場合はこの限りでない。 

(2)輸送物の一時保管 

輸送途上において支店及び営業所等にて輸送物を一時保管する必要がある場合、盗

難や紛失などが起こらないように十分注意をし、それらを防止できるよう施錠等が可

能な場所にて保管すること。またその際に L型輸送物及び A型輸送物第 1類白標識の

輸送物以外の輸送物の場合には、運搬に関係のない人々への被ばくを防止するため、

十分な距離やしゃへいなどが確保できるようにすること。 

(3)荷役中の管理 

運搬従事者は、放射線施設の管理区域以外で荷役作業を行う場合には、必要に応じ

て、見張人、縄張り、標識の設置等を行い、放射性輸送物積載車両又は輸送物の周囲

に関係者以外の者が近づかないようにする。ただし、L型輸送物のみの取扱いの場合

はこの限りでない。 

 

７７７７．．．．緊急時緊急時緊急時緊急時のののの対応対応対応対応にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

運搬人は、事故時等の緊急時には下図に従い荷送人及び警察等に速やかに通報すると

ともに荷送人の指示に従わなければならない。 

7.1  車両事故等の緊急時に取るべき措置 

事故等が発生した場合、落ち着いて以下のことを実施する。 

① 人命救助 

    必要に応じて救急車の手配 

② 警察署、消防署（火災が発生した場合）への通報 

   ③ 火災時の消火、延焼の防止 

   ④ 二次災害の防止 

   ⑤ 放射性輸送物の状態の確認 

  （破損など目視で異常があると確認できる放射性輸送物は素手では取り扱わないこと） 

7.2  緊急時の連絡 

取るべき措置を行った後、以下の連絡先に必要な内容をできるだけ正確に連絡する。  

連絡先：○○運送   ○○営業所 TEL:03－123－1234 

    連絡内容：・通報者の氏名 

・事故発生日時 

・事故発生場所 

         ・事故概要（けが人の有無及び状態、車両破損状態、火災の有無、積載物 
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の異常の有無等） 

         ・通報者の連絡先（携帯電話番号など） 

 

○○支店
○○部

運搬責任者
（元請及び下請）

運搬実施者
運搬従事者

警察・消防

荷送人

輸
送
物
損
傷
時

 

 

８８８８．．．．教育及教育及教育及教育及びびびび訓練訓練訓練訓練にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 運搬人は自社の運搬に従事する者に対し、『放射性同位元素等車両運搬規則の細目を定め

る告示』（平成 2 年 12 月、運輸省告示第 595 号）に別途定める項目に従い教育及び訓練を

受講させる。なお、運搬人は教育及び訓練の実施にあたり、元請運送事業者または荷送人

に協力を求めることができる。 

 

９９９９．．．．放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画のののの品質保証品質保証品質保証品質保証にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 「放射性同位元素陸上輸送安全対策検討会」の報告について（平成 20年 12 月 17 日、国

土交通省ホームページ掲載）に示された放射性同位元素等車両運搬規則に関するチェック

リストを活用する等により、元請運送事業者が下請運送事業者の放射線防護計画が確実に

実施されていることを確認する。また、実施が確実ではないことが確認された時には、そ

の内容を検討し、改善措置を講ずる。なお、必要に応じて放射線防護計画についてもその

内容を反映する。 

 

緊急時の連絡体制 
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       （元請け運送事業者が再委託をした下請け運送事業者の被ばく管理、 

教育及び訓練を実施する場合） 
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１１１１．．．．目目目目    的的的的    

 本書は、放射性輸送物(以下「輸送物」という。)を運搬する場合に際し、運搬に従事す

る者、運搬を再委託するときはその下請け運送事業者の運搬に従事する者及び一般公衆に

対する放射線障害を適切に防止することを目的とする。なお、元請け運送事業者の管理下

に入る下請け運送事業者についても本書に従うものとする。 

（運搬に従事する者） 

 運搬のための準備及び運搬の実務を行う者であって放射線施設の放射線業務従事者に

指定されていない者（下請け運送会社の従事者を含む） 

 

２２２２．．．．適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲    

 本計画書の適用範囲は次のとおりである。 

2.1 輸送手段及び輸送物 

①  輸送モード：本邦内の陸上輸送 

②  輸送手段：自動車による道路輸送  

③  輸送物： 

・収 納 物：放射性同位元素等(放射性同位元素及び放射性同位元素によって汚染さ

れた物) 

・輸送物の型式 ： L 型、A型、IP 型 

・輸送物の形状等： L型 ：段ボール箱 

A 型 ：段ボール箱、ドラム缶 

IP 型 ：段ボール箱、ドラム缶 

・輸送回数   ： L 型   ○○個/年 

          A 型   △△個/年 

IP 型  □□個/年 

2.2 作業範囲 

 本計画書の作業範囲は、次のとおりである。 

①  発地での車両への積込み、固縛作業（固縛作業は A型輸送物のみに適用） 

② 運搬 

③ 着地における取卸し作業 

 これらのうち、①及び③について放射線施設の管理区域内で作業が行われる場合は本計

画によらず放射線施設の放射線障害予防規程等に従うものとする。 

2.3 対応する運搬条件 

  本計画における運搬条件の対応範囲は、次のとおりである。 

1 
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 ① 通常運搬時：計画どおり運搬が行われる状態。 

 ② 計画変更時：交通渋滞、自然及び社会環境の原因により、又は、車両故障の原因

により、運搬計画を変更せざるを得ない場合。 

  なお、計画変更時においては、あらかじめ若しくはその都度安全に輸送できる最適な

経路と方法を選択して運搬するように努めること。 

 

３３３３．．．．輸送実施体制輸送実施体制輸送実施体制輸送実施体制にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

3.1 運搬人 

(1)  運搬責任者（元請け運送事業者） 

・運搬の実務を統括管理する。 

・運搬に従事する者の被ばく低減及び放射線管理について責任を負う。 

・緊急時には、的確な情報、指示を運搬実施者及び運搬従事者に行う。 

(2)  運搬実施者及び運搬従事者（下請け運送事業者） 

・輸送物の積込みを行う。 

・運搬の実務を行う。 

・緊急時には、荷送人に的確な連絡を行う。 

・車両標識の貼付けを行う（L型輸送物のみを運搬する場合を除く）。 

 運搬実施者は上記業務を的確に実施するため、必要に応じ、運搬従事者に対し指示

を与える。 

運搬責任者は運搬実施者及び運搬従事者を兼ねることができる。（自社運搬の場合） 

(3) 見張人 

 交通事故の防止、駐車中の周辺監督及び関係者以外の者の近接防止並びに関係機関等

への連絡等を行う。 

3.2  荷送人 

  運搬責任者は荷送人との作業範囲を明確化する為にも、下記内容が荷送人の責任で実

施されることを、あらかじめ確認する。 

・輸送物の管理の責任を負う。 

・輸送物の技術基準適合性について責任を負う。 

・輸送容器の点検、輸送物の作成を行う。 

・輸送物の検査（線量、汚染、外観等）を行う。 

・輸送車両の線量測定を行う。 

・標識及び表示類の貼付けを行う。 

・輸送物の取扱方法に関する情報を運搬人に供与する。 
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・緊急時には、的確な情報、指示を運搬人に供与する。 

 

４４４４．．．．放射線放射線放射線放射線のののの線量線量線量線量のののの測定方法及測定方法及測定方法及測定方法及びびびび放射線放射線放射線放射線のののの線量評価線量評価線量評価線量評価にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

4.1 輸送物及び車両の線量の管理    

4.1.1 輸送物及び車両に係る線量当量率の測定  

 運搬人は、荷送人によって下表の測定が行われ、当該輸送物及び車両の線量が運搬に係

る基準値を満足していることを確認する。 

 

表１ 輸送物及び車両に係る測定 

測定項目 測定時期 基準 測定方法 

表面 発送前 2 mSv/h サーベイメータ 

at １m 発送前 100μSv/h サーベイメータ 

運転席 発送前 20μSv/h サーベイメータ 

4.1.2 放射線測定器等の管理 

 線量当量率、輸送物表面の放射性同位元素の放射能面密度及び個人被ばく線量の測定に

用いる測定器は、定期的な点検を行い性能が維持されているものを使用しなければならな

い。 

4.2 個人被ばく線量の管理 

(1) 運搬人は、運搬に従事する者の個人被ばく線量が１mSv/年を超えないよう計画し、

個人被ばく管理を実施しなければならない。個人被ばく管理を次のいずれかにより行

い記録する。この記録は 1 年間保管する。 

①取扱う輸送物及び業務内容等から個人被ばく線量が 1mSv/年を超えないことが明   

らかな者については、作業の実績が当初の作業計画（又は過去の作業の実績）に

包含されることの確認。 

②個人被ばく線量が 1mSv/年を超えないことが明らかでない者については次のいず 

れかにより行う。 

・測定器により個人被ばく線量を測定する。 

・ 放射性同位元素等の運搬に従事した時間（積込みや積卸し又は運転席や助手席な

ど車室内にいた時間を含む）及びその場の線量当量率から計算する。 

（なお、個人被ばく線量が 1mSv/年を超えないようにするため、必要に応じて 線量管理

目標値を設定し、管理を行ってもよい。） 

（2） 運搬責任者は、運搬従事者の被ばく線量が 1mSv/年を超えるか又は超えるおそれの

3 



51 

 

 

 

ある場合は、当該運搬業務への従事を中止するか、又は要員の交替等の措置を考慮す

る。また、被ばく線量が 1mSv/年を超えた場合は、当該運搬業務への従事を速やかに中

止するとともに、荷送人又は放射線管理について責任を有する者(部門)に連絡をし、

その指示の下、適切な対応をとるものとする。またその原因について荷送人又は放射

線管理について責任を有する者（部門）と検討し、その改善策を速やかに講じること。 

 

５５５５．．．．放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等のののの表面表面表面表面のののの汚染汚染汚染汚染にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 運搬人は、荷送人によって下表の測定が行われ、輸送物表面の放射能面密度が運搬に係

る基準値を超えていないことを確認する。 

 

表 2 輸送物及び車両に係る測定 

測定項目 測定時期 基準 測定方法 

輸送物・車両表面 

の放射能面密度 

発送前（車両にあっては

必要に応じて荷卸後） 

α核種   ：0.4 Bq/cm２ 

α核種以外 ： 4 Bq/cm２ 
スミヤ法 

 

６６６６．．．．放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等からのからのからのからの隔離及隔離及隔離及隔離及びびびび防護防護防護防護にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

(1)運搬中の管理 

運搬従事者は、運搬の途上の休憩・休息等のために駐車する場合には、必要に応じ

て見張り、縄張り、標識の設置等を行う。 

(2)輸送物の一時保管 

輸送途上において支店及び営業所等にて輸送物を一時保管する必要がある場合、盗

難や紛失などが起こらないように十分注意をし、それらを防止できるよう施錠等が可

能な場所にて保管すること。またその際に L型輸送物及び A型輸送物第 1類白標識の

輸送物以外の輸送物の場合には、運搬に関係のない人々への被ばくを防止するため、

十分な距離やしゃへいなどが確保できるようにすること。 

(3)荷役中の管理 

運搬従事者は、放射線施設の管理区域外で荷役作業を行う場合には、見張りを行い、

放射性輸送物積載車又は輸送物の周囲に関係者が近づかないように措置する。必要に

応じて見張り、縄張り、標識の設置等を行う。 

 

７７７７．．．．緊急時緊急時緊急時緊急時のののの対応対応対応対応にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

  事故時等の緊急時の対応については別途定められる緊急時対応マニュアルに従うも

のとする。 
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  運搬従事者は、運搬中の交通事故、地震、火災等が発生した場合には、運搬責任者、

荷送人及び警察等に速やかに通報するとともに荷送人の指示に従わなければならない。

その為、荷送人から輸送物の適切な取扱方法及び輸送物の破損等の事象が生じた際の

連絡先に関する情報の提供をあらかじめ受ける。 

（（（（緊急時対応緊急時対応緊急時対応緊急時対応マニュアルがないマニュアルがないマニュアルがないマニュアルがない場合場合場合場合でもでもでもでも、、、、マニュアルもしくはマニュアルもしくはマニュアルもしくはマニュアルもしくは下記事項下記事項下記事項下記事項をををを含含含含むむむむ手順手順手順手順

書書書書をををを作成作成作成作成することすることすることすること））））    

7.1  車両事故等の緊急時に取るべき措置 

事故等が発生した場合、落ち着いて以下のことを実施する。 

① 人命救助 

    必要に応じて救急車の手配 

② 警察署、消防署（火災が発生した場合）への通報 

   ③ 火災時の消火、延焼の防止 

   ④ 二次災害の防止 

   ⑤ 放射性輸送物の状態の確認 

  （破損など目視で異常があると確認できる放射性輸送物は素手では取り扱わないこと） 

7.2  緊急時の連絡 

取るべき措置を行った後、以下の連絡先に必要な内容をできるだけ正確に連絡する。  

連絡先：○○運送   ○○営業所 TEL:03－123－1234 

    連絡内容：・通報者の氏名 

・事故発生日時 

・事故発生場所 

         ・事故概要（けが人の有無及び状態、車両破損状態、火災の有無、積載物 

の異常の有無等） 

         ・通報者の連絡先（携帯電話番号など） 
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○○支店
○○部

運搬責任者
（元請及び下請）

運搬実施者
運搬従事者

警察・消防

荷送人

輸
送
物
損
傷
時

 

８８８８．．．．教育及教育及教育及教育及びびびび訓練訓練訓練訓練にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 運搬人は、運搬実施者及び運搬従事者に対し『放射性同位元素等車両運搬規則の細目を

定める告示』（平成 2 年 12 月、運輸省告示第 595 号）に定める項目に従い教育及び訓練を

実施する。なお、運搬人は教育及び訓練の実施にあたり、荷送人に協力を求めることがで

きる。 

 

９９９９．．．．放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画のののの品質保証品質保証品質保証品質保証にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 運搬責任者は別途定める品質管理マニュアルに従い実施する。 

（（（（品質管理品質管理品質管理品質管理マニュアルがないマニュアルがないマニュアルがないマニュアルがない場合場合場合場合でもでもでもでも、、、、マニュアルもしくはマニュアルもしくはマニュアルもしくはマニュアルもしくは下記事項下記事項下記事項下記事項をををを含含含含むむむむ手順書手順書手順書手順書をををを作作作作

成成成成することすることすることすること））））    

「放射性同位元素陸上輸送安全対策検討会」の報告について（平成 20 年 12 月 17 日、国土

交通省ホームページ掲載）に示された放射性同位元素等車両運搬規則に関するチェックリ

ストを活用する等により、放射線防護計画が確実に実施されていることを確認する。また

実施が確実ではないことが確認された時には、その内容を検討し、改善措置を講ずる。な

お、必要に応じて放射線防護計画についてもその内容を反映する。 

 

6 



54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線防護計画書 

（放射性同位元素等の運搬） 
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資料７ 元請け運送事業者から再委託を受けた下請け運送事業者の 

放射線防護計画例② 

        （元請け運送事業者が再委託先運送事業者の被ばく管理、 

教育及び訓練を実施する場合） 
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１１１１．．．．目目目目    的的的的    

 本書は、放射性輸送物(以下「輸送物」という。)を運搬する場合に際し、運搬に従事す

る者及び一般公衆に対する放射線障害を適切に防止することを目的とする。なお、本書で

は元請け運送事業者の管理下に入り、元請け運送事業者の放射線防護計画に従うものとす

る。 

【元請け運送事業者（○○○○会社）の放射線防護計画を参照】 

（運搬に従事する者） 

 運搬のための準備及び運搬の実務を行う者であって放射線施設の放射線業務従事者に

指定されていない者 

 

２２２２．．．．適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲    

 本計画書の適用範囲は次のとおりである。 

2.1 輸送手段及び輸送物 

①  輸送モード：本邦内の陸上輸送 

②  輸送手段：自動車による道路輸送  

③  輸送物： 

・収 納 物：放射性同位元素等(放射性同位元素及び放射性同位元素によって汚染さ

れた物) 

・輸送物の型式 ： L 型、A型、IP 型 

・輸送物の形状等： L型 ：段ボール箱 

A 型 ：段ボール箱、ドラム缶 

IP 型 ：段ボール箱、ドラム缶 

・輸送回数   ： L 型   ○○個/年 

          A 型   △△個/年 

IP 型  □□個/年 

2.2 作業範囲 

 本計画書の作業範囲は、次のとおりである。 

① 発地での車両への積込み、固縛作業（固縛作業は A型のみ適用） 

② 運搬 

③ 着地における取卸し作業 

 これらのうち、①及び③について放射線施設の管理区域内で作業が行われる場合は本計

画によらず放射線施設の放射線障害予防規程等に従うものとする。 
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2.3 対応する運搬条件 

  本計画における運搬条件の対応範囲は、次のとおりである。 

 ① 通常運搬時：計画どおり運搬が行われる状態。 

 ② 計画変更時：交通渋滞、自然及び社会環境の原因により、又は、車両故障の原因

により、運搬計画を変更せざるを得ない場合。 

 なお、計画変更時においては、あらかじめ若しくはその都度安全に輸送できる最適な経

路と方法を選択して運搬するように努めること。 

 

３３３３．．．．輸送実施体制輸送実施体制輸送実施体制輸送実施体制にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

  元請け運送事業者（○○○○会社）の実施体制の下で運搬実施者もしくは運搬従事者

として作業を行う。 

3.1 運搬人 

(1)  運搬責任者（元請け運送事業者（○○○○会社）） 

・運搬の実務を統括管理する。 

・運搬に従事する者の被ばく低減及び放射線管理について責任を負う。 

・緊急時には、的確な情報、指示を運搬実施者及び運搬従事者に行う。 

(2)  運搬実施者及び運搬従事者（下請け運送事業者（○○○○会社）） 

・輸送物の積込みを行う。 

・運搬の実務を行う。 

・緊急時には、荷送人に的確な連絡を行う。 

・車両標識の貼付けを行う（L型輸送物のみを運搬する場合を除く）。 

 運搬実施者は上記業務を的確に実施するため、必要に応じ、運搬従事者に対し指示

を与える。 

(3) 見張人 

 交通事故の防止、駐車中の周辺監督及び関係者以外の者の近接防止並びに関係機関等

への連絡等を行う。 

 

４４４４．．．．放射線放射線放射線放射線のののの線量線量線量線量のののの測定方法及測定方法及測定方法及測定方法及びびびび放射線放射線放射線放射線のののの線量評価線量評価線量評価線量評価にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

  元請け運送事業者（○○○○会社）の『放射線防護計画』に従う。 

 

５５５５．．．．放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等のののの表面表面表面表面のののの汚染汚染汚染汚染にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

  元請け運送事業者（○○○○会社）の『放射線防護計画』に従う。 
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６６６６．．．．放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等放射性輸送物等からのからのからのからの隔離及隔離及隔離及隔離及びびびび防護防護防護防護にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

(1) 運搬中の管理 

運搬従事者は、運搬の途上の休憩・休息等のために駐車する場合には、必要に応じ

て見張り、縄張り、標識の設置等を行う。 

(2)輸送物の一時保管 

輸送途上において支店及び営業所等にて輸送物を一時保管する必要がある場合、盗

難や紛失などが起こらないように十分注意をし、それらを防止できるよう施錠等が可

能な場所にて保管すること。またその際に L型輸送物及び A型輸送物第 1類白標識の

輸送物以外の輸送物の場合には、運搬に関係のない人々への被ばくを防止するため、

十分な距離やしゃへいなどが確保できるようにすること。 

(3)荷役中の管理 

運搬従事者は、放射線施設の管理区域外で荷役作業を行う場合には、見張りを行い、

放射性輸送物積載車又は輸送物の周囲に関係者が近づかないように措置する。必要に

応じて見張り、縄張り、標識の設置等を行う。 

 

７７７７．．．．緊急時緊急時緊急時緊急時のののの対応対応対応対応にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

事故時等の緊急時の対応については元請け運送事業者（○○○○会社）の指示に従う

ものとする。運搬従事者は、運搬中の交通事故、地震、火災等が発生した場合には、

運搬責任者、荷送人及び警察等に速やかに通報するとともに荷送人の指示に従わなけ

ればならない。 

 その為、荷送人から輸送物の適切な取扱方法及び輸送物の破損等の事象が生じた際の

連絡先に関する情報の提供をあらかじめ受ける。 

 

８８８８．．．．教育及教育及教育及教育及びびびび訓練訓練訓練訓練にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

 作業開始前に元請け運送事業者（○○○○会社）の教育及び訓練を受講する。 

 

９９９９．．．．放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画のののの品質保証品質保証品質保証品質保証にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

  元請け運送事業者（○○○○会社）の定める品質管理マニュアルに従う。 

もしくは「放射性同位元素陸上輸送安全対策検討会」の報告について（平成 20 年 12

月 17 日、国土交通省ホームページ掲載）に示された「放射性同位元素等車両運搬規則に

関するチェックリスト」を活用する等により、放射線防護計画が確実に実施されている

ことを確認する。また、実施が確実ではないことが確認された時には、その内容を検討

し、改善措置を講ずる。なお、必要に応じて放射線防護計画についてもその内容を反映

する。 
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○○○○株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８  L 型輸送物のみを取扱う運送事業者の放射線防護計画 
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１１１１．．．．    目目目目   的的的的：：：： 

本計画書は、放射性輸送物（以下「輸送物」という。）の運搬に際し、運搬に従事する者及び一般公衆

に対する放射線障害を適切に防止することを目的とする。 

 

２２２２．．．．    適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲：：：： 

L 型輸送物のみに限定した自動車による陸上輸送。 

 

３３３３．．．．    実施体制実施体制実施体制実施体制：：：： 

実施責任者は、運搬全般の管理・統括等を行い、荷送人及び運搬従事者とあらかじめ緊急時の連絡体

制を確立する。 

 

４４４４．．．．    輸送物輸送物輸送物輸送物のののの形状形状形状形状：：：： 

主にダンボールやドラム缶等。 

               *注）放射性輸送物の場合、通常輸送物の表面に「放射性輸送物」及び発見した場合の 

               「注意書き」が記載されている（専用積載で運搬する場合はこの限りでない）。 

                ただし、A 型輸送物には左図のような標識が 2箇所に貼り付けられており、これらが 

貼り付けられている場合は受託できない（左図は、黄色のものもある）。 

【標識の例】 

 

５５５５．．．．    輸送物輸送物輸送物輸送物のののの線量評価及線量評価及線量評価及線量評価及びびびび汚染汚染汚染汚染にににに関関関関するするするする事項並事項並事項並事項並びにびにびにびに防護防護防護防護にににに関関関関するするするする事項事項事項事項：：：： 

      L 型輸送物は、輸送物の表面線量当量率の最大値が 5μSv/h 以下に制限されているため、通常の取

扱いにおいて、年間の被ばく線量が 1mSv を超えることはない。ただし、必要以上に輸送物に接触しな

いように注意する。また、荷送人が輸送物を委託する際に輸送物表面に汚染がないことを確認してい

るので、受託時には汚染のおそれはないが、輸送物の破損等を防止し、安全性が損なわれないように

取扱う。 

 

６６６６．．．．    緊急時緊急時緊急時緊急時のののの対応対応対応対応：：：： 

運搬に従事する者は、輸送中に事故又は輸送物の破損・盗難があった場合は、直ちに「L 型輸送物」

を運搬していることと事故等の内容を、緊急連絡体制に従い、警察署（必要に応じて消防署）及び実

施責任者へ連絡し、その指示に従う。 

 

７７７７．．．．    教育及教育及教育及教育及びびびび訓練訓練訓練訓練：：：： 

教育及び訓練として、運搬物が「放射性輸送物」であること、取扱いの方法及び緊急時の連絡先と

その対応方法を運搬従事者に書面により提示し周知する。また、盗難等がないように車両の施錠、荷

物の管理等を日常から徹底する。 

   実施責任者にあっては従事者の教育をするために、別途荷送人の教育及び訓練を年１回受講する。 

 

８８８８．．．．    品質保証品質保証品質保証品質保証：：：： 

「放射性同位元素陸上輸送安全対策検討会」の報告（平成 20年 12 月 17 日、国土交通省ホームペー

ジ掲載）に示された放射性同位元素等車両運搬規則に関するチェックリストを活用する等により、放

射線防護計画が確実に実施されていることを確認する。また、実施が確実ではないことが確認された

 



63 

 

時には、その内容を検討し、改善措置を講ずる。なお、必要に応じて放射線防護計画についてもその

内容を反映する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【緊急時の連絡先体制】 

 

 

運搬従事者 

 

警察及び消防署 

【実施責任者】 

株式会社○○○○ 

△△部長 

事務所電話 XX-XXXX-XXXX 

携帯電話 XXX-XXXX-XXXX 

【荷送人】 

株式会社△△△△ 

□□部長 

事務所電話 XX-XXXX-XXXX 

携帯電話 XXX-XXXX-XXXX 
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                                  LLLL 型型型型 ・・・・ AAAA 型型型型 ・・・・ IPIPIPIP 型 放 射 性 輸 送 物型 放 射 性 輸 送 物型 放 射 性 輸 送 物型 放 射 性 輸 送 物 に お け るに お け るに お け るに お け る 教 育教 育教 育教 育 及及及及 びびびび 訓 練 項 目訓 練 項 目訓 練 項 目訓 練 項 目     

 

 

                   対 象 者 

 

   教育訓練項目 

主
な
内
容

 

   L型・ A型・IP型      L 型のみ   時間の目安      実施頻度 備  考 

運
搬
責
任
者

 

下
請
け
運
送

事
業
者
の 

運
搬
責
任
者

(1) 運
搬
従
事
者

 

運
搬
実
施
者

 

荷
役
作
業
者

(3) 見
張
人

 

運
搬
責
任
者

(2) 運
搬
従
事
者

 

運
搬
実
施
者

 

荷
役
作
業
者

(3) 見
張
人

   

 

放射性輸送
物の取扱に
関する事項 

①放射線に関する知識 

放射線とは何か 

放射線の種類（α線、β線、γ線、中性子線） 

放射線の単位 

放射線の人体への影響 

外部放射線防護の三原則（時間、距離、しゃへい）等 

 ○  □  －  － 

 

 

 △ 

 

 

 － 

 

 

 － 

①～③について 

合計60分以上 

 

 

 

 

初めて輸送に 

  従事する前 

（必要に応じて適宜） 

 

②放射性物質の性質 

放射性同位元素とは何か 

放射線と放射能の違い 

放射能の単位 

 ○  □  －  － 

 

 △ 

 

 － 

 

 － 

③輸送物の特性 
使用する輸送容器の構造、性能 

収納されている放射性同位元素の核種、性状及び量 
 ○  □  －  － 

 

 △ 

 

 － 

 

 － 
30分以上 

職務に応じ
た特定訓練
に関する 
事項 

④安全輸送マニュアル 安全輸送マニュアル  ○  □  －  －  △  －  － 

⑤～⑨について 

合計60分以上 (4)  

 

 

 

 

1 年度に 1 回以上 
 

⑤車両等の保守点検に関する事項 使用車両の保守、点検項目、方法、期間  ○  □  －  －  △  －  － 

⑥安全走行に関する事項 安全走行に関する事項  ○  □  －  －  △  －  － 

⑦輸送物の取扱い 

該当する輸送物の取扱方法 

車両への積み付け、固縛方法 

使用する器具、装置、設備の取扱、操作方法 

標識・表示の貼付に関する事項 

 ○  □  △  △ 

 

 

 △ 

 

 

 △ 

 

 

 △ 

⑧連絡方法・手段 

通常の連絡先、連絡方法 

緊急時の連絡先、連絡方法 

連絡しなければならない事象、項目 

 ○  □  △  △ 

 

 △ 

 

 △ 

 

 △  

 

 

安全訓練に
関する事項 

⑨救急法 
救急法 

緊急時の対応方法（事故直後の対応の優先順位等） 
 ○  □  －  － 

 

 △ 

 

 － 

 

 － 

⑩～⑬について 

合計60分以上 (4)  

⑩消火器の取扱い 携行する消火器の取扱い（資機材を携行する場合のみ）  ○  □  －  －  △  －  － 

⑪放射線の測定 

使用する測定器の種類及び操作方法 

線量測定の方法 

表面汚染の測定方法 

 ○  □  －  － 

 

 △ 

 

 － 

 

 － 

⑫身体除染の方法 身体除染の方法  ○  □  △  △  △  －  － 

その他国
土交通大
臣が必要
と認める
事項 

⑬放射性物質等の輸送関係法令 輸送物、輸送方法に関する技術基準  ○  □  △  －  △  －  － 30分以上 (4)  3 年度に 1 回以上 (5)   

(a) 当該輸送物の取扱いに関する事項 

(b) 輸送経路、道路状況等運行に関する事項 

(c) 連絡通報に関する事項 

(d) 健康管理に関する事項 

(e) 異常事象時の措置に関する事項 

(f) その他必要な事項 

 

 ○  □  △  △ 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 △ 
適宜 (4)  

 

輸送の都度 

（当該輸送の前） 
  

 ○：実施すべき項目   △：必要事項を簡潔に記述した書面を対象者に提示し、内容の把握に努めさせ、かつ携行させることにより対応できるものとする。 

 －：対象外の項目    □：必要事項を記載した書面を対象者に提示し、その内容の把握に努めさせることによって対応できるものとする。 

  

(1) 下請け運送事業者の運搬責任者（元請け運送事業者が下請け運送事業者の被ばく管理や教育及び訓練を実施する場合） 

(2) L 型輸送物は表面線量が 5μSv/h 以下に制限されている。したがって、通常の輸送業務における被ばく線量は制限されることから L型輸送物のみを運搬する運搬責任者の教育及び訓練は、必要事項を   

記載した書面を提示し、その内容の把握に努めることによって対応できるものとする。 

(3) 輸送物作成、荷役、発送前の点検等、輸送物を取り扱う者。港湾、ターミナル等において荷役作業を行う者。 

(4) 書面の提示により行う教育については時間数を適用しない。 

(5) 重要な法改正が実施された場合には適宜実施する。 

資料９  

6
6
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【【【【ＬＬＬＬ型輸送物型輸送物型輸送物型輸送物のののの運搬運搬運搬運搬についてについてについてについて】】】】 

 

１１１１．．．．放射性輸送物放射性輸送物放射性輸送物放射性輸送物についてについてについてについて    

(1)(1)(1)(1)        放射性輸送物放射性輸送物放射性輸送物放射性輸送物のののの区分区分区分区分    

 放射性同位元素等を容器に収納した輸送物のことを放射性輸送物といいます。放射性輸

送物は次の3種類に分類されます。L型輸送物は極少量の放射性同位元素等を収納したもの

で、事故時に放射性同位元素等が輸送物の外に漏出したとしても、放射線障害が発生する

ことはありません。 

 

 L 型輸送物：放射性同位元素等の収納量を極少量に制限することにより、その危険性を極

めて小さく抑えた輸送物 

      ※放射性同位元素等は容器に入れ、輸送物内に収納されおり、L型輸送物の表

面の放射線の量は微量（5μSv 毎時以下）であり、人体に影響はありません。 

 

 A 型輸送物：放射性同位元素等の収納量を一定量に制限するとともに、通常予想される出

来事（降雨、取扱中の衝撃）に耐えられる輸送物 

 

 B 型輸送物：大量の放射性同位元素等を収納しているので、輸送中に遭遇する大事故（火

災、衝突、水没等）にも十分に耐えられるよう極めて強固な輸送物 

 

 

 

 

    

    

    

L 型輸送物 A 型輸送物 B 型輸送物 

【収納放射能】 

少ない                             多い 

資料 10  Ｌ型輸送物を取扱う運搬責任者のための教育及び訓練の資料 



68 

 

(2)(2)(2)(2)        LLLL 型輸送物型輸送物型輸送物型輸送物のののの構造基準構造基準構造基準構造基準    

 L 型輸送物には、段ボール箱やペール缶等の取扱いやすい容器が使用されています。 

＜L 型輸送物例＞ 

 

  

 

 ・放射性輸送物を表すマーク（三葉マーク）を貼る必要はありませんが、放射性輸送物

であることが分かるような表示が必要です。 

 

＜表示例＞ 

 

 

    

    

開封時 
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(3)(3)(3)(3)    ＬＬＬＬ型輸送物型輸送物型輸送物型輸送物のののの取扱取扱取扱取扱についてについてについてについて    

 ・落下、衝撃を与えないなど丁寧な取扱いをしてください。 

・輸送中に転落、移動、転倒などにより安全性が損なわれないよう積みつけてください。 

 

 

 

 

・火薬類、高圧ガス、引火性液体、強酸類等の危険物との混載はしないでください。 

 （以下の標識のあるものとは別に運搬してください。） 

 

           

 

          

 

２２２２．．．．関係法令関係法令関係法令関係法令についてについてについてについて    

積み付け例 

火薬類 引火性液体 

高圧ガス 強酸類 
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(1)(1)(1)(1)    関係法令関係法令関係法令関係法令 

放射性同位元素等の自動車による運搬は、放射線障害防止法（「放射性同位元素等による

放射線障害の防止に関する法律」）、放射性同位元素等車両運搬規則等により規制されてい

ます。 

    

(2)(2)(2)(2)    運搬運搬運搬運搬にににに従事従事従事従事するするするする者者者者へのへのへのへの教育教育教育教育及及及及びびびび訓練訓練訓練訓練 

放射性輸送物の運搬に従事する者に対して、放射性輸送物等の取扱方法等必要な知識及

び技能を保有するよう、法令で定められた事項について教育及び訓練を行う必要がありま

す。 

L 型輸送物だけを取扱う場合には、本注意事項の内容が教育及び訓練必要項目を満たして

います。なお、運搬従事者（ドライバー等）に、｢L 型輸送物の運搬について（放射性同位

元素等（L 型輸送物）を運搬するドライバー等用の注意事項）｣を用いるなどにより教育及

び訓練を実施してください。 

 

３３３３．．．．緊急時緊急時緊急時緊急時のののの対応対応対応対応    

(1)(1)(1)(1)    車両事故等車両事故等車両事故等車両事故等のののの緊急時緊急時緊急時緊急時にににに取取取取るべきるべきるべきるべき措置措置措置措置 

事故等が発生した場合、落ち着いて以下のことを実施してください。 

① 人命救助：必要に応じて救急車の手配 

② 警察への通報 

 ③ 火災時の消火、延焼の防止 

 ④ 二次災害の防止 

 ⑤ 放射性輸送物の状態の確認 

  （破損など目視で異常があると確認できる放射性輸送物は素手で取り扱わないこと） 

 

(2)(2)(2)(2)    緊急時緊急時緊急時緊急時のののの連絡連絡連絡連絡    

取るべき措置を行った後、連絡先に必要な内容をできるだけ正確に連絡してください。  

連絡先連絡先連絡先連絡先：：：：○○○○○○○○運送運送運送運送    ○○○○○○○○営業所営業所営業所営業所        TELTELTELTEL：：：：03030303－－－－123123123123－－－－1234123412341234    

 連絡内容：・通報者の氏名 

・事故発生日時 

・事故発生場所 

      ・事故概要（けが人の有無及び状態、車両破損状態、火災の有無、積載物の

異常の有無等） 

      ・通報者の連絡先（携帯電話番号など） 
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          【委託運送事業者】 

 

 

 

 

 

 

【再委託運送事業者】      

【連絡体制図】 

    

４４４４．．．．放射性同位元素放射性同位元素放射性同位元素放射性同位元素、、、、放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質についてについてについてについて    

    

【【【【放射性同位元素放射性同位元素放射性同位元素放射性同位元素とはとはとはとは？？？？】】】】 

放射線を放出する元素を放射性同位元素（放射性物質、アイソトープともいう）といい

ます。  

 

 

 

 

 

         放射線 

                

アイソトープ    

    

    

    

【【【【放射線放射線放射線放射線とはとはとはとは？？？？】】】】    

放射線には、アルファ線、ベータ線、ガンマ線などの種類があります。 

これらの放射線は、物質を透過する性質が異なります。 

 

運搬従事者 

【運搬責任者】 

【連絡先】 

TEL：03-123-1234 

 

荷送人（荷主） 

警察署 

消防署 

運搬従事者 運搬責任者 
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【【【【放射線放射線放射線放射線のののの透過能力透過能力透過能力透過能力のののの違違違違いいいい】】】】    

 

 

【【【【放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質はどのようなところではどのようなところではどのようなところではどのようなところで使使使使われてわれてわれてわれているのですかいるのですかいるのですかいるのですか？？？？】】】】    

 医療（検査・治療）、工業（物の厚さ計測等）、研究（分析装置等）、教育など様々な分野

で利用されており、私たちの生活に欠かせないものとなっています。 

 

   

           煙感知器煙感知器煙感知器煙感知器                                                    研究用試薬研究用試薬研究用試薬研究用試薬    

【【【【放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質のののの使用例使用例使用例使用例】】】】    

    

    

    

【【【【放射性放射性放射性放射性輸送物輸送物輸送物輸送物をををを運運運運んでいてんでいてんでいてんでいて危険危険危険危険はないのですかはないのですかはないのですかはないのですか？？？？】】】】    

 放射性輸送物が法令に定められた基準に適合することにより安全性が確保されています。

この確認は荷送人の責務となっています。 
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通常の輸送業務では、輸送物からの放射線により人体へ影響が出るような危険性はあり

ません。特に L 型輸送物の場合、事故時に収納物が容器の外に漏出したとしても人体に影

響がでるようなことはありません。 

事故時には、直接輸送物に触ることのないようにし、あわてず管理者に至急連絡してく

ださい。 



• 外装（ダンボール）に異常がないこと。（（（（異常時異常時異常時異常時はすぐにはすぐにはすぐにはすぐに報告報告報告報告））））

• 送り状の他に荷送人荷送人荷送人荷送人若しくは荷受人荷受人荷受人荷受人の氏名・住所が記載されている。
• 外装に、「「「「放射性放射性放射性放射性」」」」等等等等と表示されている。
• 外装に「「「「国連国連国連国連ラベルラベルラベルラベル」」」」が貼付されている。（（（（航空輸送航空輸送航空輸送航空輸送のみのみのみのみ））））

その他：総重量が50kgを超える場合の「重量表示」等が必要です（参考資料２参照）。

• 落下落下落下落下・・・・衝撃衝撃衝撃衝撃をををを与与与与えないようえないようえないようえないよう丁寧丁寧丁寧丁寧なななな取扱取扱取扱取扱いをしましょういをしましょういをしましょういをしましょう。。。。
• 輸送中輸送中輸送中輸送中のののの転落転落転落転落・・・・移動移動移動移動・・・・転倒等転倒等転倒等転倒等がががが起起起起きないようきないようきないようきないよう積積積積みつけてみつけてみつけてみつけて下下下下さいさいさいさい。。。。
• 火薬類火薬類火薬類火薬類・・・・高圧高圧高圧高圧ガス・ガス・ガス・ガス・引火性等引火性等引火性等引火性等のののの危険物危険物危険物危険物とのとのとのとの混載混載混載混載はははは禁止禁止禁止禁止ですですですです。。。。

積積積積みつけみつけみつけみつけ例例例例

（※1）放射性同位元素等の車両運搬規則

LLLL型輸送物型輸送物型輸送物型輸送物は「「「「極極極極めてめてめてめて少少少少ないないないない量量量量のののの放射性同位元素放射性同位元素放射性同位元素放射性同位元素をををを収納収納収納収納するするするする輸送物輸送物輸送物輸送物でありでありでありであり、、、、危険性危険性危険性危険性がががが極極極極めてめてめてめて少少少少なななな

いものとしていものとしていものとしていものとして、、、、文部科学大臣文部科学大臣文部科学大臣文部科学大臣がががが定定定定めるものめるものめるものめるもの」」」」です。

このこのこのこの輸送輸送輸送輸送にににに関関関関するするするする法律法律法律法律※※※※１１１１をををを守守守守りりりり輸送輸送輸送輸送してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。 以下以下以下以下ががががポイントポイントポイントポイントですですですです！！！！！！！！

国連国連国連国連ラベルラベルラベルラベル（（（（確認確認確認確認してしてしてして下下下下さいさいさいさい！）！）！）！）
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連絡連絡連絡連絡すべきすべきすべきすべき内容内容内容内容
□□□□ いいいい つつつつ（（（（発生時刻発生時刻発生時刻発生時刻））））
□□□□ どこでどこでどこでどこで（（（（発生場所発生場所発生場所発生場所・・・・目印目印目印目印））））
□□□□ だれがだれがだれがだれが（（（（氏名氏名氏名氏名・・・・電話番号電話番号電話番号電話番号、、、、放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質であることであることであることであること、、、、伝票番号伝票番号伝票番号伝票番号））））
□□□□ 事故事故事故事故のののの概要概要概要概要 （（（（人身人身人身人身 ・・・・ 物損物損物損物損 ・・・・ 火災火災火災火災などのなどのなどのなどの有無有無有無有無））））
□□□□事故事故事故事故のののの原因原因原因原因
□□□□ 積載物積載物積載物積載物のののの状態状態状態状態、、、、そのそのそのその他他他他

事務所事務所事務所事務所のののの電話番号電話番号電話番号電話番号・・・・緊急時連絡先等緊急時連絡先等緊急時連絡先等緊急時連絡先等はははは、、、、複数箇所複数箇所複数箇所複数箇所がががが望望望望ましいましいましいましい。。。。

★★★★ドライバードライバードライバードライバー自身自身自身自身がががが怪我怪我怪我怪我などでなどでなどでなどで、、、、連絡連絡連絡連絡できないできないできないできない場合場合場合場合

救助にあたる方に、放射性物質輸送時の携行書類を提示し、事務所への連絡を依頼してください。

■■■■交通事故交通事故交通事故交通事故のののの場合場合場合場合
⑴ けが人が出ている場合は、「「「「人命救助人命救助人命救助人命救助・・・・応急手当応急手当応急手当応急手当」」」」がががが最優先最優先最優先最優先
⑵ 119 119 119 119 番通報・救急車手配を行なうこと。
⑶ 車を安全な場所に移動
⑷ 警察連絡その後、速速速速やかにやかにやかにやかに担当店担当店担当店担当店へへへへ連絡連絡連絡連絡しししし指示を仰いでください。
⑸ 外装に破損破損破損破損があるがあるがあるがある場合場合場合場合、貨物貨物貨物貨物をををを素手素手素手素手でででで触触触触れないれないれないれないようにしてください。
⑹ その他 迷った場合はすぐ事務所に連絡してください。

勝手勝手勝手勝手にににに判断判断判断判断せずせずせずせず事務所事務所事務所事務所
にににに指示指示指示指示をををを仰仰仰仰いでいでいでいで下下下下さいさいさいさい！！！！
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【Ｌ型輸送物の運搬について】 

L 型輸送物は極少量の放射性同位元素等が収納されているもので、取り扱った人への放射線

の影響はありません。 

１．L型輸送物の表示 

・放射性輸送物であることが分かるような表示があります。 

             

【Ｌ型輸送物の例】 

 

 

【表示例１】 

資料 12  L型輸送物を運搬するドライバー等用の注意事項      
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【表示例２】 

 

２．L型輸送物の取扱について 

 ・落下、衝撃を与えないなど丁寧に取扱ってください。 

・運搬中に移動、転倒、転落などにより安全性が損なわれないよう積みつけてください。 

 

 

 

 

 

・火薬類、高圧ガス、引火性液体、強酸類等の危険物との混載は禁止 

 

３．緊急時の対応 

(1)  車両事故等の緊急時に取るべき措置 

事故等が発生した場合は、落ち着いて以下のことを実施してください。 

① 人命救助 

  交通事故によりけが人が出た場合は、必要に応じて救急車の手配 

② 警察への通報 

積み付け例 
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 ③ 火災時の消火、延焼の防止 

 ④ 二次災害の防止 

 ⑤ 放射性輸送物の状態の確認 

  （破損など目視で異常が確認できる放射性輸送物は素手では取り扱わないこと） 

 

(2) 緊急時の連絡 

取るべき措置を行った後、以下の連絡先に必要な内容をできるだけ正確に連絡してくださ

い。 

    連絡先：○○運送 ○○営業所 TEL：03-123-1234 

 連絡内容：・通報者の氏名 

・事故発生日時 

・事故発生場所 

      ・事故概要（けが人の有無及び状態、車両破損状態、火災の有無、積載物の

異常の有無等） 

      ・通報者の連絡先（携帯電話番号など） 

 



78

IP-1 IP-2 IP-3 BM BU

1 容易、かつ、安全に取り扱うことができること。 ○ ○ ○ ○ ○

2
運搬中に予想される温度及び内圧の変化、振動等によ
り、き裂、破損等の生じるおそれがないこと。

○ ○ ○ ○ ○

3
表面に不用な突起物等がなく、表面の除染が容易であ
ること。

○ ○ ○ ○ ○

4
材料相互の間及び材料と収納され、又は包装されるRI
等との間で危険な物理的作用又は化学反応の生じるお
それがないこと。

○ ○ ○ ○ ○

5
弁が誤って操作されないような措置が講じられている
こと。

○ ○ ○ ○ ○

6
開封された時に見やすい位置に「放射性」又は
「Radioactive」の表示を有していること。

○ － － － －

7 外接する直方体の各辺が10cm以上であること。 － ○ ○ ○ ○

8
みだりに開封されないように、開封されたことが明ら
かになるように、容易に破れないシールの貼り付け等
の措置が講じられていること。

－ － － ○ ○

9
ー40℃～70℃の温度範囲で、構成部品にき裂、破損等
のを生じるおそれがないこと。

－ － － ○ ○

10
周囲の圧力を60kPa下に置いた場合、RIの漏えいがない
こと。

－ － － ○ ○

液体状のRI等を収納する場合 　 　

イ）2倍以上の液体を吸収できる吸収材又は二重の密封
装置を備えること。

－ － － ○ ○

ロ）RI等の温度変化、運搬時・注入時の挙動に対処し
得る適切な空間を有していること。

－ － － ○ ○

12
RI等の使用等に必要な書類その他の物品以外のものが
収納され、又は包装されていないこと。

－ － － － ○

13
運搬途中に予想できる最低温度～38℃の周囲の温度範
囲において、き裂、破損等の生じるおそれがないこ
と。

－ － － － － ○ －

14
ー40℃～38℃の周囲の温度範囲で、き裂、破損等の生
じるおそれがないこと。

－ － － － － － ○

15
フィルタ、機械的冷却装置を用いなくとも内部の気体
のろ過又はRI等の冷却が行われる構造であること。

－ － － － － － ○

16 使用最高圧力が700kPaを超えないこと。 － － － － － － ○

線量当量率の最大値が基準値以下

 1）輸送物表面での最大値（mSv/h） 0 2 2 2 2

 2）輸送物表面から 1m での最大値（mSv/h） － 0.1 0.1 0.1 0.1

18 輸送物表面の非固定性の放射性同位元素の密度

IP型基　　　　　　　　準
A型

B型

○

○

11 －

○

○

○

○

－

参考資料．１

○

L型

○

○

○

輸送物に係る構造等の基準
輸送物の区分

注）表中○は左欄の項目が適用され、―は適用されないことを示す。

 α核種　　　　≦0.4 Bq/cm
2

α核種以外　 ≦ 4  Bq/cm
2

2

0.1

17

○



79

IP-1 IP-2 IP-3

1 一般の試験条件

⑴ 水の吹き付け試験 － － ○ ○ ○

・50mm/h の雨量に相当する水を1時間吹き付ける 　 　 　

⑵ 自由落下試験：最大破損を被るように落下 － ○ ○ ○ ○

・重量区分：500kg未満は、1.2m高さから落下　他。
・ファイバー板製、木製の軽量輸送物に特例あり

⑶ コーナー落下試験： － ○ ○ ○ ○

・軽量の輸送物の場合、0.3mの高さからコーナー落下

⑷ 積み重ね試験 － ○ ○ ○ ○

・自重の5倍に相当する荷重又は13kPaに鉛直投影面積を乗じ
た荷重の大きい方を24時間

⑸ 貫通試験 － － ○ ○ ○

・重量が6kg、直径3.2cmの棒を1mの高さから輸送物の最も弱
い部分に落下

⑹ 環境試験 － － － － ○

38℃の環境に1週間放置、太陽の放射熱を加える。

2 一般の試験条件に対する適合基準

⑴ ・放射性同位元素の漏えいがないこと。 － ○ ○ ○ ○

⑵
・輸送物表面での線量当量率の最大値が、著しく増加せず、
かつ、2mSv/hを超えないこと。

－ ○ ○ ○ ○

3 追加の試験条件【液体・気体状のRI等を収納時】 － － － ○ －

・9m落下試験　又は1.7m貫通試験

4 追加の試験条件に対する適合基準 － － － ○ －

　 　放射性同位元素の漏えいがないこと。 　 　

5 特別の試験条件

⑴ 落下試験（Ⅰ） － － － － ○

最大破損を被るように
・9mの高さから自由落下
・軽量のものは、500kgの軟鋼板を輸送物に落下

⑵ 貫通試験 － － － － ○

・垂直に固定した直径15cm、長さ20cmの軟鋼丸棒に1mの高さ
から輸送物を落下

⑶ 耐火試験 － － － － ○

800℃で30分（詳細な試験条件あり）

⑷ 浸漬試験 － － － － ○

深さ15mの水中に８時間浸漬

⑸ 浸漬試験：ＲＩがA2値×105 － － － － ○

深さ200mの水中に１時間浸漬

6 特別の試験条件に対する適合基準

⑴ 表面から1mでの線量当量率の最大値 － － － － ○

10mSv/hを超えてはならない

⑵ 放射性同位元素の１週間あたりの漏えい量 － － － － ○

≦A2値、Kr-85は、A2値×10 　

輸送物に係る試験基準

IP型
A型

BM型
BU型

注）表中○は左欄の項目が適用され、―は適用されないことを示す。

項　　　　目

放射性輸送物の区分
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L型 IP-1,2,3型 A型 BM型 BU型

第3条

【【【【取扱場所取扱場所取扱場所取扱場所】】】】
関係者以外の者が通常立ち入る場所で積込み、取卸
し等の取扱いをしてはならない。
但し、縄張り、標識の設置等の措置を講じた場合
は、この限りではない。

－ ○ ○

【【【【積載方法積載方法積載方法積載方法】】】】
1）輸送物の安全性が損なわれないこと。

○ ○ ○

2）運搬中の移動・転倒・転落等により安全性が損な
われないこと。

○ ○ ○

3）関係者以外の者が立入る場所に積載しないこと。 ○ ○ ○

【【【【混載制限混載制限混載制限混載制限】】】】

1）熱放出率が15W/m２を超える輸送物の貨物との混載
禁止

○ ○ ○

2）火薬等の危険物との同一車両混載禁止 ○ ○ ○

【【【【標識又標識又標識又標識又はははは表示表示表示表示】】】】
1）第１類白標識、第２類黄標識、第３類黄標識の貼
付け

－ ○ ○

2）国連番号と品名の表示（L型輸送物は国連番号の ○ ○ ○
3）総重量が50kgを超える場合の重量表示 ○ ○ ○
4）輸送物の型式の表示 ○ ○ ○
5）三葉マークの表示 － － －

【【【【積載限度積載限度積載限度積載限度】】】】輸送指数による限度
1）非専用積載の場合（標識が）

無制限 50 50

2）専用積載の場合 無制限 無制限 無制限

【【【【車両車両車両車両にににに係係係係るるるる最大線量当量率等最大線量当量率等最大線量当量率等最大線量当量率等】】】】
1）車両表面：（mSv/h）

2 2 2

2）車両表面から1m離れた位置：（μSv/h） 100 100 100

3）運転席（車両による運搬に従事する者が通常乗車
する場所）：（μSv/h）

20 20 20

4）車両表面の汚染に係る基準：

非固定性汚染（α核種　0.4Bq/cm2、α核種以外

4Bq/cm2）他

○ ○ ○

【【【【車両車両車両車両にににに係係係係るるるる標識標識標識標識】】】】
1） 車両標識の貼付け：両側面及び後面

－ ○ ○

2） 夜間運搬の場合の赤色灯：前部、後部に、夜 － ○ ○

第13条
【【【【取扱方法等取扱方法等取扱方法等取扱方法等をををを記載記載記載記載したしたしたした書類書類書類書類のののの携行携行携行携行】】】】
携行書類の携帯

－ ○ ○

第14条
【【【【交替運転者交替運転者交替運転者交替運転者のののの配置等配置等配置等配置等】】】】
長距離又は夜間に運搬する場合

－ ○ ○

第15条
【【【【見張人見張人見張人見張人のののの配置配置配置配置】】】】但し、非開放型の車両に施錠等の
措置等がなされていた場合を除く。

－ ○ ○

第15の2条
【【【【同乗制限同乗制限同乗制限同乗制限】】】】
第２類黄・第３類黄標識の輸送物を積載した車両へ
の関係者以外の者の同乗禁止

－ ○ ○

第15の3条 【【【【放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画放射線防護計画】】】】 ○ ○ ○

第15の4条 【【【【教育及教育及教育及教育及びびびび訓練訓練訓練訓練】】】】職務に応じた教育及び訓練 ○ ○ ○

第16条
【【【【BMBMBMBM型輸送物型輸送物型輸送物型輸送物のののの運搬運搬運搬運搬にににに係係係係るるるる措置措置措置措置】】】】放射線測定器等の
携行及び専門家の同行

－ － － ○ －

第19条
【【【【運搬運搬運搬運搬のののの安全安全安全安全のののの確認確認確認確認】】】】国交省及び登録確認期間によ
る運搬方法確認

－ － －

第11条
○

○

○

○

○

注）表中○は左欄の項目が適用され、―は適用されないことを示す。

○

○

基　　　　　準

第9条
50

無制限

第10条

2

100

参考資料．２

○

○
○

放射性輸送物の区分

○

車 両 運 搬 に 関 す る 基 準 等

条　項

第8条

第4条

第5条
○

○

○

○

○

○

○

○

○

20

○
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散水試験散水試験散水試験散水試験 自由落下試験自由落下試験自由落下試験自由落下試験

1.2m等等等等

コーナーコーナーコーナーコーナー落下試験落下試験落下試験落下試験

0.3m

50mm/hのののの雨量雨量雨量雨量のののの水水水水をををを
1時間吹時間吹時間吹時間吹きつけきつけきつけきつけ

圧縮試験圧縮試験圧縮試験圧縮試験

自重自重自重自重のののの５５５５倍等倍等倍等倍等のののの荷重荷重荷重荷重でででで２４２４２４２４
時間圧縮時間圧縮時間圧縮時間圧縮

貫通試験貫通試験貫通試験貫通試験

1m

重量重量重量重量６６６６Kg，，，，
直径直径直径直径３３３３．．．．２２２２cm
のののの鋼棒等鋼棒等鋼棒等鋼棒等

液体液体液体液体，，，，気体気体気体気体をををを収納収納収納収納するするするする場合場合場合場合

（（（（追加追加追加追加のののの試験試験試験試験））））

９９９９ｍｍｍｍ落下試験落下試験落下試験落下試験

９９９９m

よりよりよりより大大大大きききき
なななな破損破損破損破損をををを
被被被被るるるる方方方方

１１１１.７７７７m貫通試験貫通試験貫通試験貫通試験
重量重量重量重量６６６６Kg，，，，

直径直径直径直径３３３３．．．．２２２２cmのののの鋼棒等鋼棒等鋼棒等鋼棒等

1.7m

＋

放射性同位元放射性同位元放射性同位元放射性同位元のののの漏漏漏漏えいがないことえいがないことえいがないことえいがないこと。。。。

放射性同位元素放射性同位元素放射性同位元素放射性同位元素のののの漏漏漏漏えいがないことえいがないことえいがないことえいがないこと。。。。表面線量率表面線量率表面線量率表面線量率のののの最大値最大値最大値最大値がががが著著著著しくしくしくしく増加増加増加増加しないことしないことしないことしないこと
かつかつかつかつ、、、、２２２２mSv/h以下以下以下以下であることであることであることであること。。。。

A型輸送物型輸送物型輸送物型輸送物のののの一般一般一般一般のののの試験条件及試験条件及試験条件及試験条件及びびびび追加追加追加追加のののの試験条件試験条件試験条件試験条件

 

 

図図図図 B型輸送物試験条件型輸送物試験条件型輸送物試験条件型輸送物試験条件

○○○○特別特別特別特別のののの試験条件試験条件試験条件試験条件

○○○○一般一般一般一般のののの試験条件試験条件試験条件試験条件

日光日光日光日光のののの直射直射直射直射をををを受受受受けるけるけるける条件下条件下条件下条件下でででで、、、、38℃℃℃℃のののの環境環境環境環境にににに

一週間放置一週間放置一週間放置一週間放置

9mのののの高高高高さからさからさからさから最大最大最大最大のののの衝撃衝撃衝撃衝撃をををを受受受受けるようにけるようにけるようにけるように落下落下落下落下

直径直径直径直径15cmφφφφ、、、、長長長長ささささ20cmのののの棒状棒状棒状棒状へのへのへのへの落下落下落下落下

800℃℃℃℃、、、、30分分分分

（（（（15m、、、、８８８８時間時間時間時間））））
A２２２２値値値値××××10

５５５５及及及及びびびび37PBq以上以上以上以上のののの使用済使用済使用済使用済みみみみ燃料燃料燃料燃料をををを
収納収納収納収納のののの場合場合場合場合はははは、、、、200m、、、、１１１１時間時間時間時間のののの浸漬試験浸漬試験浸漬試験浸漬試験をををを追加追加追加追加。。。。

 


